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透析の分野では数多くの重要な進

歩があります｡なかでもJ.Moncrief

とR.Popovichにより1975年に発案

されたContinuous Ambulatory

peritoneaI D■alysIS (CAPD)は､

生命を維持する透析装置から初めて

患者さんを切り離すという点で､他の

開発とは異なる革命的な蕪雑といわ

れています｡

これから3回にわたって｢CAPDへの

アプローチ｣溝としてCAPDの長も

重要なエデュケーションについて連

載します｡第1回は､ CAPDの発案者

の一人Dr.Moncrlefのインタビュー

を中心に､ CAPDを紹介し第2回日

以降は具体的な準備について話を

進めていきます｡

Dr, Moncriefに聞く

●CAPD開発のきっかけは?

1975年生､私のところに米TJ.IEt.Eさんは/ヤ

ント)ZE.LXrL手術がうまくいかず.しかも柄院には

憎tl胞眼透析の.t2偏がありませ/LでLJごo

つまり我々の施..1'Lでは対応できない瓜古さ

んI:iた面LmlごD Dr Pop()vIChと札は､端本的には■I.･急

な腎移植しかないと考えましたが､移純手術を受けるには如

粥していまLI=｡このような必要性からCAPDが/1三まれれたD

CAPDのポ想は. Dr PopovIChと私が行なっている研究ミ

ーティングの席上で思いつい1=もので.般少の透析椎姐で

昧毒症の治療をすることです｡ Dr.PopovIChは液鬼をコン

ピュータで算出し､その思者l:読み札1こその後.良好な

結果を得､体力を回復し6ヶ月後1:腎移植を受けました｡

血液透析が尿素を除去することl :おいてとても効果的である
-それは事実､正常な機能をもつ腎段よりもよい-ので多く

の医師は腹膜透析勧時間毎l :血液透析と競えるよう( :試み

てきました｡それで彼らlおを析効果を増加させるために多量

の透析液を用いれた｡そして誰も有効性柵ための書小

の透析溝JLについて考えなかったのです｡その発想が実に

CAPDの原点だったのです｡

● JIJk炎の発生JFよとそれを防ぐには?

CAPD愚者比1日IA回ノtllyグから排液するためにスパ

イクと使用済みのノ<,yグの接枚をはずし.腹腔を外界にさら

さなくてはなりません｡それはもしその横紙部が汚染すればほ

とんどの場合､腹膜炎を発生することを意味します｡我々の経

俊では患者さんの50%l=おいではまったく腹膜炎をおこし

ていませんが･他の50%ではト2回発生しています｡ CAPD

の教育を受けるためここ-来る他施設の人々にr腹膜炎の

危険なしにCAPDを行なえる患者さんがいないのなら､あな

た方の教帝方法と技術がどこか間違っている｣と. ;.うのですo

Lかしいくつかの理由一桁神的､感佃的､身体的､その他の

珊由一から教えt,れた操作ができなかったり､したくない忍者

さんがIY,干いますoこれらの患者さん己胡醐莫炎になる危険が

あり､虚名さんを-選.;珊寿は忠志と能力の両面を考えなくては

いけ'2せん. CAPDを行ない､あるギ三度良iErにコントロール

できIJほとんどの[郁刺よ､ CAPDは透析の適切な)i法一思

芥さんのため(:なるだろう-であると瓶旭していますo LかLィ､

卜分な知識でCAPDをilJJなっlJ一部のl祁巾や施.LA'Lは1汚

Ill_する危険について知らずにCAPDを行ない.彼らの瓜祈

さんがほとんど感漉したため大変がっかりしています｡脚莫炎

が起こることに対して､当初恐I恥じせいIfいていた人々が多

かっ1=のですが成功例が多くなるにつれCAPDがうまくい

がないほとんどの原剛よ彼ら自身にあることをiLJ.めています｡

E> Jack hbr忙rlef lTAL功書rl医学tlj:】

●1 936年10月日日生まれ46才テキサス州

ポーマントtil身●L962年テキサス大学カル

ヘストン校で医学t+士号取締●1967年テ

キサス大学で医局jtとしてtb禰● 1 971年

プラノケンリンジ7h院(テキサス州オースチ

ン) Ib凍● 1973年テキサス大学医学布教

律就任● 1975年CAPD#法朋発●現在

オースチン･ダイアコノステイソク･クリ二yク

血液透析･Y良移格担当辞A

CAPI)は､従来PDとして知られてLJる榊欠的独眼透析は･

(IPD)を改良光城させたtlのですが恥二IPDの延l主では

なく多くの.I.L.I:で令くirrしい城法といえます｡それは血摘透析

やIPDと異なり､ 【郡市とスタッフだけで行なう嫌法ではなく

スタッフの管理のもとに忍者さん自身の操作も含まれろから

ですoIPDの経験盟拓な透析施設でも. CAPD塘法を始

めるl:あたっては多くの準備が必要ですo医師やスタッフ

チームをくみ､ CAPDt:関するfF7報を集め十分理解し1=上

で点者さんに対して行なっていく指導法､ RJ急時の対応方

法などを各施設(:あわせ鮭えでいかなくてはなりません｡

El本トラベノールは､ CAPDt:おける魁品供給のみなL,ず

CAPD尊入病院のための医師及びスタッフ.忍者への教

育体制､導入後のフォローアップ体制などトタルなcAPD

システムを用意しています｡

え禦-:I;:,.
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●

と
て
も
黙
っ
て
い
ら
れ
な
い

医
療
保
株
制
度
の
徴
募
を
粗
止
し
よ
う
ガ

新
関
報
書
で
す
で
に
ご
未
知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
人
月
十
八
日
'
林
叶
生
大
臣
は
､
現
在
+
加
給
付
の
披
用
書
保
換
本
人
の
給
付
率
を
八
i
i
に
引
き
下
げ
芸

と
の
医
女
保
汝
制
止
の
改
菜
を
検
肘
し
て
い
t
o
こ
と
を
明
ら
か
に
L
ま
し
た
｡

こ
れ
は
､
来
年
度
の
予
井
t
庇
に
あ
た
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
'
八
月
二
五
E
F
t
完
年
女
に
六
､
二
0
0
仕
円
轟
沈
す
る
横
井
千
束
を
正
式
に
決
め
ま
し

た
｡

今
回
葡
明
さ
れ
た
圧
せ
保
換
制
圧
の
改
菜
は
､
す
で
に
出
て
い
.
o
入
院
時
の
土
事
代
息
書
▲
姐
､
ビ
タ
ミ
ン
剤
･
か
富
め
保
換
集
散
外
な
ど
と
と
も
に
並
■
協
会

■
の
払
い
甲
小
春
呼
び
､
各
ブ
ロ
ッ
ク
や
金
■
個
人
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
'
】
i
i
強
化
の
‡
王
が
寺
せ
ら
れ
て
い
ま
す
.

空
苗
で
は
'
皇
苗
と
も
i
l
善
言
と
り
合
い
'
全
i
l
息
蓑
旅
団
体
連
絡
会
の
l
<
と
し
て
'
岡
8
(
の
医
覇
丘
改
悪
対
■
明
､
二
言
の
叶
生
大
臣
申
し
入

れ
に
事
加
し
ま
し
た
｡

今
後
の
E
E
本
の
民
女
を
方
句
つ
け
雪
ノ
え
で
､
い
美
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
､
重
苦
の
書
我
が
問
わ
れ
孟
書
で
す
｡
が
ん
ば
り
至
言
/

今
回
の
医
療
保
険
制
度
の
改
憩
は
､
別
袖
の
カ

コ
ミ
記
事
で
内
容
が
明
ら
か
な
よ
う
に
お
よ
そ

七
項
目
に
わ
た
り
改
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
｡

こ
れ
に
よ
っ
て
､
昭
和
五
十
九
年
庶
子
井
は
医

賓
に
対
す
る
掬
庸
補
助
の
当
然
柵
を
約
六
千
二

百
億
円
も
縮
減
L
L
J
の
が
叔
大
の
特
色
で
あ
る
.

甘
言
工
省
の
概
井
要
求
で
明
ら
か
に
な
っ
た
医
凍

牛
の
国
庫
負
担
削
減
対
紫
は
'
先
に
林
厚
相
が
示

し
た
制
度
改
革
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
い
る
O
ま

ず
､
被
用
部
保
険
の
本
人
の
給
付
率
を
現
行
の
十

割
か
ら
八
割
に
引
き
下
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
被

用
各
保
険
の
う
ち
国
雄
補
助
が
行
わ
れ
て
い
る
政

貯
管
理
健
康
保
険
へ
の
は
嘩
負
担
を
約
三
百
六
十

億
円
減
ら
す
｡
入
院
時
の
給
食
升
は
現
在
､
保
険

の
対
象
に
な
っ
て
い
る
が
､
在
宅
群
発
の
人
が
自

己
負
担
し
て
い
る
こ
と
と
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
考

慮
し
て
材
料
軟
を
入
院
息
者
の
負
担
と
L
t
　
1
日

当
な
り
六
百
円
の
支
払
い
を
求
め
る
o
 
r
J
れ
が
医

療
骨
の
国
庫
負
叩
減
に
は
ね
返
る
鋸
は
約
二
百
九

十
億
円
ま
た
.
1
椴
的
な
ビ
タ
ミ
ン
剤
'
稔
合

感
口
#
.
健
E
;
剤
は
保
険
の
適
用
か
ら
外
す
｡
こ

れ
で
約
二
百
十
価
円
の
減
｡

拓
船
者
を
多
く
か
か
え
て
い
る
国
民
性
康
保
険

は
'
五
十
八
年
度
で
二
兆
三
千
価
円
も
の
E
庫
補

助
が
つ
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
が
'
こ
の
相
席
補
助
を

削
減
す
る
手
段
と
し
て
､
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
定
年

退
職
者
と
そ
の
家
族
を
国
保
の
財
政
か
ら
切
り
触

し
､
別
個
に
退
職
者
医
療
制
度
と
し
て
連
館
す
る
､

こ
の
対
象
は
厚
生
年
金
な
ど
被
用
者
年
金
の
老

齢
年
金
受
給
薪
と
し
'
国
保
加
入
額
の
一
割
に
当

た
る
約
四
百
万
人
｡
各
人
の
保
険
料
の
は
か
'
現

役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
企
業
の
負
神
も
加
え
る
｡
現

役
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
負
担
の
対
象
が
広

が
る
わ
け
[
,
が
､
厚
生
省
は
｢
八
割
給
付
な
ど
で

医
蝶
甘
総
体
や
保
険
か
ら
の
医
凍
卦
支
払
い
が
減

る
｣
と
の
理
由
で
現
在
の
保
険
料
率
(
組
合
健
保

で
約
八
%
)
よ
り
低
く
て
析
む
'
と
説
明
し
て
い

る
｡
i
I
が
'
給
付
率
の
切
り
下
げ
に
よ
っ
て
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
が
医
凍
税
関
に
か
か
っ
た
場
合
の
爪
桝

は
l
般
的
に
魂
-
な
る
わ
け
だ
｡

ま
L
J
､
市
町
村
が
運
営
し
て
い
る
国
保
に
は
現

在
'
医
務
井
の
四
五
%
が
E
庫
補
助
さ
れ
て
い
る

が
､
五
十
九
年
度
か
ら
は
こ
の
補
助
秘
の
弥
立
方

式
を
撃
た
､
保
険
の
給
付
牙
の
二
分
の
1
と
す
る
｡



全腎協声明(要旨)
私たち腎耗病患者にとって､この改悪

案は全く受け入れ難いものです｡

それは､この改悪案が,患者を治療の

場から締め出すこと､腎耗病の早期発見､

早期治療を妨げること､患者と家族に耐

え稚いまでの経済的苦痛を強いること医

療保険制度の機能と信頼を低下させるこ

と､ LT-に必要な治療までも菅い取ること

などです｡

疾柄の予防､治療を国民の自助努力に

押Lつけ､国の式任を放棄しようとする

今回の医頼保険制度の改悪案には私たち

は何としても納得できません｡

政府は､この改悪案を全面的に撤回し､

医療保険体制をいっそう拡充するよう強

く要求します｡

そのひどい内容
★被用者保険(健保･共済など)

本人の給付率が10割から8割-

★入院時の食事代として600円を

自己負担(被爆者など除く)

★ビタミン剤､カゼ薬､胃薬､パ

ップ剤は保険の適用除外に

★高額蝶輩費の自己負担限度額の

引き上げ(現行の月額51,000円

を54,000円に)

★年収2,000万円以上の高縮所得

者を保険に加入させない

★健保組合の付加給付を廃止

★退職者医療制度の創設(健保保

険料の引き上げにつながる)

こ
れ
は
医
頼
升
ペ
ー
ス
で
は
三
八
･
五
%
程
度
に

当
L
J
り
'
六
･
五
%
は
ど
の
補
助
率
の
引
き
下
げ

と
な
る
｡
退
職
新
医
療
の
制
度
化
と
国
保
へ
の
国

庫
負
的
串
の
低
減
化
に
よ
っ
て
､
約
三
千
六
百
膿

円
の
当
然
和
を
抑
え
ら
れ
る
と
呼
生
省
は
は
じ
い

て
い
る
｡

満
額
所
柑
薪
を
公
的
な
医
療
保
険
の
加
入
額
か

ら
除
外
す
る
こ
と
も
厚
生
省
は
検
討
し
て
い
る
｡

L
J
が
'
①
拓
縦
所
得
者
の
棟
を
ど
こ
に
引
-
か
②

完
全
に
公
的
保
険
か
ら
排
斥
す
る
か
'
本
舗
所
得

者
の
医
琴
に
対
す
る
国
雄
久
松
だ
け
を
ゼ
ロ
と

す
る
か
'
な
ど
の
点
で
方
針
を
閉
め
切
っ
て
お
ら

ず
'
横
井
紫
求
で
は
せ
り
あ
え
ず
'
こ
の
分
と
し

て
国
雄
負
杓
約
六
十
億
円
を
削
っ
て
あ
る
D
ま
た

布
轍
医
療
紫
に
対
す
る
自
己
負
杓
の
限
度
敬
も
現

在
の
l
ヵ
月
五
万
一
千
円
(
日
雇
健
保
な
ど
を
除

-
)
を
同
五
万
四
千
円
に
引
き
上
げ
る
｡

厚
生
省
は
､
こ
う
し
た
改
革
案
を
九
月
中
に
も

社
会
保
険
怒
莞
三
全
長
･
金
沢
良
雄
元
来
大
赦

撃
に
諮
り
､
次
期
通
常
的
全
で
健
康
保
険
法
な

ど
関
係
法
令
を
二
捕
改
正
し
'
来
年
七
月
炎
施
し

た
い
と
し
て
い
る
o

大
ま
か
な
武
井
L
,
と
､
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
が

l
ヶ
月
入
院
す
る
と
､
舟
砧
で
今
ま
で
よ
り
五
万

六
千
二
百
円
多
い
七
万
二
千
円
を
払
わ
な
け
れ
ば

な
･
)
な
-
な
る
.
ま
た
橋
畔
的
な
四
人
世
帯
は
現

在
､
年
平
均
四
万
円
の
医
頼
費
を
払
っ
て
い
る
が

こ
れ
が
四
万
円
糊
の
八
万
円
に
な
る
と
い
う
｡

こ
れ
ら
の
何
代
の
医
務
を
受
け
る
柚
利
を
圧
迫

す
る
今
回
の
改
悪
に
当
っ
て
'
全
市
協
で
は
､
別

抱
の
T
 
h
j
L
明
を
出
す
と
共
に
'
十
月
に
呼
生
大
臣
に

対
し
､
別
柚
の
要
甥
杏
を
枕
出
す
る
と
共
に
'
全

組
織
を
勅
H
し
て
反
対
連
動
を
展
開
す
る
こ
と
に

し
て
い
る
｡
迫
腎
協
に
お
い
て
も
､
全
i
=
協
の
速

勅
に
沌
勤
し
､
反
対
の
運
動
を
展
開
す
る
が
､
本

誌
L
r
お
い
て
､
と
じ
込
み
の
反
対
の
ハ
ガ
キ
運
動

に
全
会
只
の
協
力
を
お
願
い
す
る
事
に
し
て
い
る

透
析
患
者
は
ど
う
な
る

慢
性
患
者
に
大
打
撃

厚
生
省
は
来
年
度
の
予
井
要
求
に
あ
た
っ
て
'
仕
康
保
浜
な
ど
被
用
者
保
険
本
人

の
給
付
率
を
現
行
の
十
割
か
ら
<
加
に
引
き
下
げ
る
な
ど
の
改
悪
案
を
ま
と
め
し
た
｡

こ
の
案
の
実
施
を
許
す
と
､
透
析
患
者
な
ど
価
性
患
者
は
大
嶋
な
負
担
額
叫
と
な

り
ま
す
｡

●



会員諸氏へ
この欄は必ず読

んで下さい｡

●

★
透
析
患
者
の
2
5
%
は
棚
用
鵬
本
人

全
町
協
の
実
態
凋
兼
で
は
､
逆
析
E
j
話
の
二
五
%
杵
度
が
全
社
l
 
J
公
務
‖
な
と
紙
用
新
保
陳
の
本
人
J
J

推
計
さ
れ
ま
す
C
改
悪
案
で
は
､
こ
れ
ら
の
人
は
す
べ
て
現
行
の
十
剖
給
付
か
ら
二
別
れ
相
に
さ
れ
ま
す
D

★
更
生
医
療
も
費
用
徴
収
が

二
割
自
己
爪
印
と
な
っ
て
も
l
H
生
医
蝶
が
あ
る
か
ら
八
神
は
な
い
と
申
フ
人
J
い
ま
す
が
､
出
生
医
蝶
に

は
常
用
徴
収
耗
畔
と
い
っ
て
､
‖
例
年
の
そ
の
稚
帯
の
所
村
税
純
に
応
じ
て
自
己
f
l
相
が
徴
収
さ
れ
ま
す
｡

★
社
保
人
は
対
象
外
の
県
も

出
生
医
蝶
制
度
が
埋
け
ら
れ
る
人
は
相
克
医
蝶
粍
潤
で
通
桁
を
埋
け
て
い
る
人
だ
け
で
す
o
そ
の
他
の
人

●

は
即
独
自
の
公
珊
制
度
を
拙
い
ま
す
が
､
速
折
瓜
省
や
=
仝
保
険
本
人
は
対
取
外
と
し
て
い
る
郎
J
め
り
ま

す
c★

入
院
時
食
費
は
全
員
負
担
に

入
院
時
允
.
I
i
代
の
六
百
円
は
､
健
保
本
人
J
類
族
1
川
保
の
人
も
'
大
人
l
小
人
l
全
日
が
徴
収
さ
れ
る
こ

こ
と
に
な
り
ま
す
｡
い
ま
保
険
給
付
さ
れ
て
い
る
外
束
述
析
時
給
允
紫
も
､
叫
び
材
料
に
な
る
恐
れ
J
あ
り

ま
す
｡★

治
療
中
断
で
重
症
者
増
加
へ

透
析
前
の
閃
不
全
､
他
性
町
炎
虹
新
は
特
に
背
理
が
爪
柴
で
す
が
､
二
刑
爪
か
ー
で
縫
折
的
n
小
が
叩
h
J
る
と

弼
院
に
行
か
な
-
な
る
牡
♯
も
で
で
き
て
､
綻
状
の
進
行
に
l
]
づ
か
す
､
懲
化
さ
せ
る
吋
脆
性
が
あ
り
ま
す
D

㊨
わ
れ
わ
れ
の
透
析
医
療
は
ど
こ
へ
け

透
析
息
者
が
叫
え
て
t
O
の
に
透
析

医
療
士
を
抑
制
切
下
げ
る
と
い
う

矛
盾
が
広
が
っ
て
い
t
o
.

透
析
施
設
の
増
加
が
1
恥
に
l
施
放
し
か
抑
え

な
か
っ
L
J
に
も
か
か
わ
ら
ず
(
昭
和
五
十
五
年
)

わ
が
用
の
透
析
恕
薪
の
神
大
の
テ
ン
ポ
は
年
朋
五

千
-
六
千
人
で
袈
え
て
い
な
い
｡

逮
析
医
蝶
は
年
間
三
千
億
円
に
適
し
ょ
う
と
し

て
い
る
｡
し
か
i
こ
れ
は
生
催
榊
紙
す
る
砧
勧
医

頼
な
の
L
J
-

こ
の
矛
盾
は
患
者
叫
大
の
テ
ン
ポ

に
透
析
医
療
供
給
体
制
が
追
い
つ

か
な
い
と
い
う
点
に
Q
t
も
鋭
-
あ

ら
わ
れ
て
い
t
o
｡

そ
れ
は
医
蝶
現
場
で
は
透
析
施
設
の
不
足
､
医

紬
､
茄
諸
相
な
ど
医
頼
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
と
な
っ

て
あ
ら
わ
れ
て
る
o
透
析
柄
院
は
ど
こ
も
減
床
状



改悪されたら--

くSさんの沸合)
●全社見1 3OiX･男.政甘食保本人

･家族-gE(共働き) ･i左折-i旦3ELTl

･だ生医瑞相定積閑･東京

･前年所得税搬-本人77.400円

妻149,500円　計226,9(カ円

(現行)負神粁セロ

`改悪後)莞f三言;:≡)冨三雲芸三

女す1も.CHX)円

32,700円

くlさんの沸合)
4公務且･41歳･男.大浦組合本人

･賓族-兼.速析-遇3回

･常生医頼菜摘定積閑･東京

(現　行)負7Tl額　　セロ

(改悪維)通院(月) 54,000円

入院(月) 54,000円

丘千18.ⅨX)円

72,OWR

※この他､ヒクミン刑など保険外負碑がみる｡

態
に
近
-
医
療
の
質
の
低
下
､
提
供
不
足
の
テ
ク

ニ
シ
ャ
ン
'
安
全
性
'
自
己
管
理
透
析
に
み
ら
れ

る
合
理
化
志
向
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
私
た
ち

吸
薪
の
上
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
｡
現
に
昨
年
来
､

エ
ア
混
入
事
故
が
相
次
ぎ
､
死
亡
者
を
出
し
て
い

る
の
L
J
｡

撞
常
面
か
ら
の
対
応
を
せ
ま
ら
れ

る
病
院
-
･
･
･
｡

稚
性
的
な
ス
タ
ッ
フ
不
足
､
沸
床
状
態
､
盲

交
替
か
皇
衰
啓
へ
､
転
院
の
賓
誠
(
速
臨
搬
通

院
に
な
る
)
､
一
方
的
な
速
析
時
間
帯
の
変
更
､

そ
し
て
衆
近
大
阪
の
各
地
で
透
析
施
設
が
相
次
い

で
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
が
入
っ
て
き
て

い
る
｡

随
粥
路
線
に
も
と
づ
-
医
療
兼
抑

制
と
平
行
し
て
受
益
者
負
担
が
斗

入
､
強
化
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

I
J
と
は
長
も
暮
大
な
間
塩
で
あ
る
｡

呼
生
省
は
｢
国
民
医
事
適
正
化
縫
合
対
東
推

進
本
部
｣
を
発
足
､
公
共
医
等
削
減
の
L
J
め
､

現
行
医
療
保
険
制
度
を
含
め
根
本
的
検
討
を
加
え

て
い
る
｡

近
い
将
来
､
更
生
医
棟
'
育
成
医
嫌
､
特
定
疾

敬
治
蝶
､
小
児
他
性
特
定
疾
患
治
療
な
ど
も
見
粧

し
ー
給
付
制
限
の
対
象
･
J
な
っ
て
-
る
こ
と
は

ま
ち
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
｡
(
す
で
に
児
塞
福
祉

法
'
船
積
予
防
法
､
生
活
保
戎
法
は
鬼
蔽
し
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
入
っ
て
い
ろ
)

老
人
医
襟
に
お
い
て
材
料
化
'
受
給
抑
制
､
給
付

制
限
の
手
を
打
っ
た
国
が
高
教
医
療
の
腎
不
全
に

対
し
'
同
じ
手
を
打
っ
て
こ
な
い
と
い
う
保
障
は

な
い
の
で
あ
る
｡

六
十
年
に
医
療
保
険
制
度
の
大
改

悪
が
検
肘
さ
れ
て
い
る
｡

私
た
ち
に
と
っ
て
も
舟
も
盈
大
な
こ
と
は
､
①
医

療
保
険
制
度
を
現
行
の
現
物
給
付
制
か
ら
現
金
珊

遭
払
い
制
(
窓
口
で
の
立
梓
私
利
)
へ
切
り
か
え

る
｡
②
入
院
時
の
食
井
を
全
額
息
者
負
わ
ー
に
す
る
C

③
ビ
タ
ミ
ン
剤
'
栄
兼
剤
'
か
ぜ
薬
な
ど
を
保
険

給
付
か
ら
除
外
す
る
､
と
い
っ
L
J
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
｡

同
じ
-
語
源
報
酬
制
虎
の
合
理
化
､
医
療
保
険

の
対
象
範
囲
の
見
正
し
作
兜
も
検
肘
さ
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
｢
医
療
保
険
柿
置
法
案
｣
(
仮
)
と
し

て
次
期
通
常
国
会
ー
こ
提
案
す
る
方
針
と
い
わ
れ
る
｡

要
す
る
に
全
体
と
し
て
の
医
頼
狩
抑
制
が
ね
ら
い

盲
的
)
な
の
で
あ
る
｡

五
十
九
年
の
年
金
制
度
の
大
改
憲

と
身
障
者
格
祉
法
の
改
正
も
-
-
.

透
析
息
薪
の
生
油
'
所
得
保
障
に
大
き
な
忠
味

を
持
っ
て
い
る
輝
生
年
金
の
障
害
年
金
に
つ
い
て
'

｢
働
い
て
い
る
酵
話
者
に
は
障
苫
年
金
を
支
給
し

な
い
｣
こ
と
が
検
討
凍
将
に
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ

は
肉
体
的
'
時
間
的
､
約
神
的
ハ
ン
デ
ィ
に
よ
り

爪
金
､
労
働
条
件
の
不
利
の
も
と
で
社
会
復
帰
せ

ざ
る
争
え
な
い
逮
析
悠
弟
の
｢
降
油
日
薪
と
し
て
の

権
利
｣
を
準
フ
も
の
で
あ
る
｡

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
｡
肘
際
陛
据
新
年
に
全

●

稚
連
な
ど
が
要
求
し
っ
づ
け
で
き
た
｢
内
部
障
恕

者
の
連
用
脆
細
の
拡
大
)
は
進
本
的
に
無
視
さ
れ

よ
う
･
J
し
て
い
る
｡
例
え
ば
｢
現
に
跳
税
的
医
蝶

を
受
け
'
又
は
純
度
の
医
学
的
管
理
を
要
す
る
慢

性
疾
患
等
の
懸
者
に
つ
い
て
､
上
記
に
い
う
身
体

陣
据
(
肢
体
､
視
兜
'
聴
覚
､
平
衡
機
能
上
l
=
T
t

機
能
∵
d
誠
槻
能
及
び
内
良
の
機
能
に
か
か
わ
る

陣
?
:
)
を
和
す
る
に
至
ら
な
い
も
の
を
身
体
陣
苫

者
の
範
囲
に
含
め
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
｣
｢
人

工
鈍
器
の
伸
用
薪
は
法
の
対
象
と
す
る
方
向
で
検

討
さ
れ
て
よ
い
｣
(
産
額
福
祉
審
戚
答
申
)

こ
れ
ら
は
､
｢
生
活
上
の
閑
雅
､
不
自
由
､
不

利
益
が
生
ず
る
よ
う
な
状
態
に
あ
れ
ば
'
そ
れ
は

す
べ
て
階
g
:
薪
で
あ
る
と
組
め
る
べ
き
で
あ
る
｣

(
野
火
日
新
牟
行
動
計
塑
と
い
う
や
乙
を
踏
み
つ

け
に
す
る
も
の
で
あ
る
O

生
活
保
珠
の
r
適
正
化
｣
の
名
に

よ
る
締
め
つ
け
や
国
の
レ
ベ
ル
を

上
回
る
地
方
自
治
体
に
お
け
る
布

祉
単
独
事
集
に
対
す
る
切
り
捨
て
､

圧
楯
の
危
機
が
迫
っ
て
い
t
o
｡

事
瀬
は
切
迫
し
っ
つ
あ
る
｡
こ
こ

三
年
こ
そ
は
､
医
療
間
魔
'
社
会

保
障
に
と
っ
て
暮
大
な
年
月
で
あ

り
'
息
者
運
動
の
共
価
が
問
わ
れ

る
の
で
は
な
い
か
.

(
資
料
･
仝
冊
協
代
哀
話
公
議
)



1983年10月　日

厚生大臣林　　義　郎殿

全詞YJL荊点者連絡協■全

会　長　前　田　こう一

要　　　望　　　書

厚生省が､来年度子牛の概井要求1:あたって碓示した医頼保険制度の｢改革｣案なるものは､呼生省

発表で7,500倍円も患者にfl担を嫁すものであり､生経にわたって医学的管理を必要とする賢妹病患者(:

とって､捷めて苛酷なもので､とうてい容認できないD

この｢改革｣案なるものをLl.;ちに撤回するよう､下U己のとおり要望するo

あh.せて､幣疾息治療の安定した供給体制を保障するための診療報酬のあり方についても､下記のよ

うに要望する.

音己

1.鍵保等被用者保険の本人冶付串の引き下げは実施しないこと.

※人工透析息者の約25%は被用者保険の本人と推定され､これが'E施されると年紙100万円から

120万円の自己郎旦となり(高縦横発狩で借湿されでも60万円以上の自己負担となる)､経済的に

破綻する家庭が船出する｡

2.人臨時給**の600円息寺A姐gl人は実施しないこと｡

※それでなくとも出資の多い入院患者に､綻び柏勺負担を強いるものであると同時(:､針ti棟巷の

必要な息者からも例外なく徴収することは､｢治凍上の意我のIdf接的なもの｣｢疾病治療の直接手

段｣としての｢治療食｣の概念をくすすものである｡｢在宅患者とのr公平Jのための材料費相

当分｣という理由は根拠が寺耶弓である0

3.ビタミン剤､耗含感r薬､仕丁剤､バップ剤の保険適用除外は実施しないこと.

※人工透析息者の殆どは何らかの合併症を伴っており前記薬品は多くの人が授与されている,忠

者(:経折的負粗を強いるだけであり､自己rt担となることで服用を中止すれば病状の悪化は避

けられない｡

4.高額療士*自己A姐限度牡の引き上げは行わないこと｡

※高額横養賛制度が48年に実施されてから､自己rl担限度事点は､すでに3回も引き上げられてい

る.必着負粗の軽減によっで疾病の予防､治軌二'#与しようとするこの制度の主旨を崩増させ

るものであるo慢性疾患の患者にとっては､経済的な苦痛がますます強まること(:なる｡

5 ･医帝*の現金dtを制斗入､高額所得者の保検適用除外など直積内容を制限するr医療♯準｣の牧定

は行わないこと｡

搬これからの制度改慾は､生性にblごって医棟を必質とする恩者を医蝶の域から締め出し､その

生命をおびやかすものである｡

6･人工Y良の診療報酬は､透析医療供給体制を保拝し､息巻にしわよせをもたらさないよう､夷汁に

見合った適正な点数を牧走すること.

耕再三の人工野叔関連点数の引き下n:よって､増え続ける透析患者の供給体制が全国的に深刻

な状況になりつつある｡医療従事者削減による医蝶事故も発生Lている.不合理な人工透析時

間区分により､短時間通析の普及も阻まれ､息巻の社会復帰(:も悪影響を5-えでいる.

7.夜FLEI透析加井は､合理的TJ:実作に見合った時rLq帯で罷めること.

8.兼鹿透析､ CAPDの医8保熊毛用を艶めもこと｡

9.外来透析時の捨**は､治療*に.i､さわしい点軟に引き上げること｡

10.芳生医点､育成医療の*用役収益単性引き上げないこと｡



苛
邦
に
お
け
る

臓
器
移
植
に
つ
い
て

前
東
京
大
学
教
授
　
稲
　
生

本
紬
で
臨
床
的
に
行
わ
れ
て
い
る
戦
推
移
松
と

し
て
は
､
現
在
.
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
野
移
柵
と
占

っ
て
も
左
耳
え
な
い
と
噂
フ
｡

心
奴
に
つ
い
て
は
十
年
前
に
札
幌
で
行
わ
れ
L
J

l
例
の
み
で
あ
り
､
肝
良
に
つ
い
て
は
過
去
に
三

例
-
ら
い
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
､
そ
の
詳
細
は

不
明
で
あ
る
O

肺
移
椛
に
関
し
て
は
'
東
京
医
科
大
学
や
滋
崎

大
学
で
赦
例
の
肺
兼
移
柵
の
繋
U
が
あ
る
が
'
十

分
な
成
果
は
和
ら
れ
て
い
な
い
｡

従
っ
て
今
別
は
'
冊
稚
拙
を
中
心
に
述
べ
る
が

や
妃
で
は
､
本
川
で
も
骨
髄
移
椎
の
臨
床
が
始
め

ら
れ
て
い
る
｡
骨
髄
は
施
許
と
い
う
よ
り
恵
山
血

組
織
で
あ
り
､
免
峻
学
的
に
は
非
常
に
興
味
あ
る

J
の
で
あ
る
が
､
ま
だ
十
分
な
統
計
資
料
が
な
い

の
で
､
今
回
は
判
愛
す
る
O

怒
他
律
血
や
自
血
鵬
と
い
う
よ
う
な
疾
吸
に
､

骨
髄
を
入
れ
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
･
:
1
g
全
に
ム
い
る

例
が
あ
り
'
こ
れ
ら
の
疾
恩
の
冶
耕
法
に
新
し
い

方
向
性
が
打
出
さ
れ
｢
づ
あ
る
o

世
界
に
お
け
る

臓
器
移
植
の
現
況

さ
て
､
本
川
の
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
､

世
界
の
状
況
に
つ
い
て
一
日
し
て
お
き
L
J
い
｡
衷

1
は
1
九
七
七
年
七
月
一
日
現
在
､
世
界
各
国
で

行
わ
れ
た
各
棟
秩
符
何
機
移
椎
の
臨
床
躯
計
で
あ

る
｡
こ
れ
以
後
は
稔
人
品
な
臨
床
狐
計
が
中
止
さ

れ
て
い
る
の
で
､
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
処
計
食
料

を
ま
と
め
る
こ
と
は
む
つ
か
し
-
な
っ
た
｡
な
お

(
　
)
内
は
一
九
七
六
年
五
月
に
お
け
る
炎
計
で

約
1
年
間
の
推
格
が
祝
わ
れ
る
o

ま
す
'
心
吸
に
つ
い
て
見
る
と
'
当
時
す
で
に

六
六
施
設
で
三
三
八
例
に
三
四
六
回
の
心
耗
格
納

が
臨
床
的
に
行
わ
れ
て
い
る
O
例
数
と
回
数
の
丑

は
'
1
例
で
二
回
移
柵
を
曳
け
L
J
l
の
が
あ
る
L
J

め
で
¢
そ
し
て
｡
の
軍
移
椅
心
が
良

好
な
機
能
を
維
持
し
た
叔
滋
期
間
(
位
滋
生
瀬
期

間
)
は
八
年
七
カ
月
で
､
現
在
で
は
十
年
を
は
る

か
に
轡
.
]
て
い
る
｡
当
時
､
心
移
机
例
数
三
三
八

例
に
対
し
て
機
能
維
持
例
数
は
七
七
例
で
あ
っ
た

が
､
心
格
納
の
適
応
と
し
て
､
i
L
移
植
が
行
わ

れ
な
か
っ
L
J
場
合
に
は
三
週
間
以
内
に
死
亡
す
る

よ
う
な
症
例
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る

と
'
心
移
根
に
･
L
t
つ
て
例
数
は
少
な
-
と
も
ぷ
期

生
存
の
柑
･
J
れ
L
J
こ
と
は
医
学
的
に
大
J
r
J
な
霊

を
布
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

肝
良
に
つ
い
て
も
同
機
で
､
三
〇
二
例
に
三
1

八
回
の
肝
移
植
が
行
わ
れ
､
穀
銘
生
存
が
七
年
半

と
な
っ
て
い
る
｡
こ
の
鳩
人
子
も
､
も
し
肝
格
納

が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
l
ヵ
月
以
内
に
は
致
命
的
な

舶
果
と
な
る
症
例
が
過
払
と
し
て
遇
ば
れ
て
お
り

叔
滋
生
存
七
年
半
の
真
は
大
,
r
J
い
｡
心
移
椛
も

肝
精
根
J
成
城
の
向
上
は
新
し
く
　
1
年
生
瀬
串

が
別
布
で
は
五
〇
%
以
上
､
複
式
で
も
三
〇
%
以

上
に
な
っ
て
い
る
｡

●

綱
政
』

肺
移
鵬
に
つ
い
て
は
､
例
牡
が
少
な
-
救
出
生

瀬
期
間
も
十
カ
月
と
知
い
｡
解
剖
生
理
学
的
に
な

お
解
明
す
べ
き
問
題
点
を
残
し
て
お
り
､
目
下
臨

休
的
な
応
用
を
中
止
し
て
柑
検
討
中
で
あ
る
D

l
方
'
肺
枯
柵
の
適
応
は
当
然
'
糖
尿
嫡
で
あ

る
が
､
折
朕
柄
に
対
し
て
は
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
授

与
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
病
状
を
1
応
幽
徹
さ
せ
る

こ
と
が
出
来
る
D
し
か
し
'
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
に
対

す
る
抵
抗
性
の
出
現
や
析
媒
鵬
に
も
と
づ
く
米
桝

血
筋
の
変
化
か
ら
幣
不
全
な
ど
の
よ
う
な
飛
珊
な

合
併
症
を
眺
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
C
,
)
れ
･
)

の
未
納
血
作
睦
S
+
:
を
防
止
あ
る
い
は
改
野
す
る
に

は
現
在
の
と
こ
ろ
聯
移
桃
し
か
な
い
よ
う
で
あ
り
､

糖
尿
嫡
他
市
･
3
g
か
ら
の
取
締
な
阿
不
全
に
対
し
て

は
､
牌
帝
人
篠
椎
机
の
禁
じ
も
外
国
に
は
少
な
-

な
い
｡
聯
経
机
に
際
し
て
は
､
耗
器
と
し
て
肺
脱

を
同
推
移
納
す
る
方
法
-
J
.
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
分
泌

を
行
う
ラ
氏
砧
細
胞
の
み
を
取
り
出
し
て
行
う
肺

細
胞
移
柄
の
方
法
と
が
馳
休
的
に
行
わ
れ
て
い
る
｡



表1　世界のJl#約匹床Jt計(ACS/NIH. 1977年7月1日現在)

心 豫ﾂ�帆 僣��(TT) 

66(64) 鼎2イ���22(22) ��R�"鋳�(301) 

格納【t.]敢 �3�b�3�鋳�318(268) �3r�3r��57(49) 茶#Rﾃ��ｒ�

格納例故 �33ｃ3����302(255) �3r�3r��55(47) 茶#"ﾃ#c���

機能維持例数 都rゴ鋳�47(33) ������0(1) 茶��ﾃ7$ｲ鋳�

loわ月(10) ��(2()串) 

( ) rllは1976年r'F] 1 El現在

表2仕性透析かY移社か

1 )提供薪の不要性

2)逮析装置の不要性

3 )杭免嘘蝶法の不要性

4 )全身症状の改-#

5 ) El偏生泊の快適性

6 ).I.L頼書の総柄性

◎■とくに有利　○

肺
組
軌
は
耐
用
阻
血
時
関
が
触
-
､
拒
絶
さ
れ
や

す
い
L
J
め
あ
ま
り
よ
い
成
功
は
待
ち
れ
て
い
な
い

が
､
そ
れ
で
も
投
出
生
瀬
が
四
年
を
超
え
て
い
る
O

残
念
な
が
ら
現
在
ま
で
本
川
に
お
け
る
肺
格
納
の

触
媒
報
告
は
見
て
い
な
い
｡

幣
格
納
は
1
九
七
六
年
に
す
で
に
約
二
万
二
'

0
0
0
例
に
対
し
て
約
二
万
五
､
0
0
0
回
も
行

わ
れ
､
約
半
数
は
生
瀬
し
､
食
塩
生
瀬
期
間
が
二

〇
年
に
J
過
し
て
お
り
'
攻
輔
で
不
可
逆
性
の
E
.

不
全
に
対
す
る
根
的
頼
法
と
し
て
実
用
的
医
療
手

●

段
-
J
な
っ
て
い
る
.
本
邦
で
J
一
七
～
1
八
年
の

歴
史
を
和
す
る
g
=
不
全
対
雄
の
l
つ
で
あ
る
C

慣
性
透
析
と

腎
移
植
の
比
較

さ
て
､
末
期
幣
不
全
対
策
と
し
て
人
工
透
析
触

法
の
あ
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
く
で
あ
る
o
 
i
=
機

能
が
完
全
に
廃
絶
さ
れ
た
場
合
二
回
約
五
時
関

で
過
に
三
回
の
血
液
透
析
が
行
わ
れ
る
o
こ
の
治

細
は
半
永
久
的
に
紙
け
ち
れ
る
の
で
､
如
冊
に
透

析
を
曳
け
て
い
る
と
完
全
社
会
相
帰
は
閉
経
で
あ

る
｡
夜
間
に
透
析
蝶
法
を
せ
け
な
が
ら
完
全
_
二
社

会
牧
村
し
て
い
る
症
例
J
多
-
な
り
つ
つ
あ
る
が

透
析
に
伴
う
棚
々
の
人
山
例
症
あ
る
い
は
全
身
舷
状

の
改
首
な
ど
を
榔
慮
す
る
と
き
'
現
在
の
血
液
透

析
糠
法
で
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
瓜
も
少
な
-
な
い

よ
う
で
あ
る
｡

一
九
六
〇
年
t
M
u
r
r
q
y
ら
が
臨
床
的
に
野

川
軸
格
納
成
功
例
を
報
告
し
て
以
米
､
人
工
透
析

耕
法
か
ら
椎
脱
で
き
る
根
治
的
治
耕
法
と
し
て
付

移
机
が
取
り
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
㌔
そ
こ

で
'
不
可
逆
性
の
荻
鴇
な
冊
不
全
対
策
と
し
て
の

偵
性
透
析
療
法
と
幣
格
納
凍
法
を
医
学
的
な
ら
び

に
社
会
的
な
繭
か
ら
比
較
し
て
み
よ
う
｡

栽
2
は
他
性
透
析
療
法
と
町
稗
的
耕
法
の
メ
リ

ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
私
な
り
に
ギ
ぇ
て
み
L
J
も

の
で
あ
る
｡
ま
す
骨
移
鵬
に
お
け
る
叔
大
の
稚
{
.

は
提
供
薪
が
な
け
れ
ば
絶
対
に
で
き
な
い
こ
と
で

●

あ
る
｡
血
級
拙
供
薪
の
あ
る
柚
人
目
お
よ
び
死
体
町

税
桝
を
生
け
ら
れ
る
拙
者
は
や
護
と
`
J
･
C
ざ
る
を

柑
な
い
現
状
で
あ
る
｡
l
方
､
憎
惟
透
析
は
淡
超

が
あ
れ
ば
ム
仙
蝶
が
可
能
と
な
る
C

今
1
つ
の
町
移
桃
に
お
け
る
不
利
な
ハ
t
は
､
他

の
個
体
か
ら
拙
供
さ
れ
た
脱
船
を
､
移
桝
さ
れ
た

=
叢
が
生
来
の
粥
物
排
除
機
柵
(
椎
柵
免
唆
妓
軽

に
よ
っ
て
拒
絶
し
て
し
孝
フ
こ
と
で
あ
る
ひ
こ
の

拒
絶
蚊
応
に
対
し
て
は
､
こ
れ
を
抑
制
す
る
杭
免

疫
療
法
が
行
わ
れ
拒
絶
反
応
の
防
止
に
舞
力
さ
れ

て
い
る
O
杭
免
嘘
嫉
法
を
強
力
に
催
え
ば
'
移
机

軒
に
対
す
る
拒
絶
反
応
は
抑
制
し
柑
る
が
'
生
体

の
紙
抗
力
が
滞
L
-
繊
弱
し
て
感
狼
を
寧
こ
､

此
血
･
t
B
な
ど
致
命
的
合
併
舷
に
か
か
り
や
す
-
な

る
｡

上
.
n
･
J
l
1
京
の
デ
メ
ソ
ッ
-
を
除
け
ば
､
打
棒
柵

の
成
功
に
際
し
て
全
身
･
3
状
は
常
人
と
仝
-
変
り

な
-
改
沓
さ
れ
､
日
常
生
泊
の
快
適
性
と
-
J
J
に

完
全
社
会
槻
帰
が
r
J
わ
め
て
谷
劫
･
J
な
る
｡
も
ち

×

　

○

　

×

　

◎

　

◎

　

○

刺不×刺育

ろ
ん
允
恥
な
ど
の
制
限
は
解
除
さ
れ
､
速
析
泊
蝶

か
ら
八
九
全
に
解
放
さ
れ
る
｡

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
が
爪
接
閏
迎
す
る
こ
と
で
は

な
い
が
医
蝶
汗
が
社
会
的
な
関
越
に
な
り
つ
つ
あ

ち
.
す
な
わ
ち
､
偵
他
透
析
症
例
1
名
の
年
㈹
ム
山

瀬
坪
は
約
八
〇
〇
万
円
と
さ
れ
､
凹
万
人
の
透
析

恕
薪
を
維
持
す
る
こ
と
は
並
大
な
医
頼
狩
の
立
山

を
1
1
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
い
わ
ゆ
る
保
険
医

嫌
財
政
の
圧
迫
に
つ
な
が
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
L

L
か
し
､
生
命
維
持
の
た
め
に
は
透
析
触
法
を
中

断
す
る
こ
と
は
で
N
J
な
い
｡
そ
こ
で
全
世
界
で
透

析
牡
紫
へ
の
冊
梯
机
の
洋
及
に
努
力
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
｡
ち
な
み
に
､
付
格
納
に
際
し
て
は
､
格

納
手
術
を
含
め
て
耶
1
.
琴
一
の
月
に
二
〇
〇
-

三
〇
〇
万
円
位
か
か
る
が
､
そ
れ
以
後
は
な
月
二

1
円
万
円
船
艦
で
折
む
｡
ま
L
J
人
…
群
に
要
す
る
時

間
も
慢
性
透
析
で
は
祉
遇
一
二
⊥
五
時
間
を
要

す
る
が
､
冊
移
椴
で
は
如
月
1
回
縦
度
の
検
誼
と

拙
策
の
み
で
あ
る
e

こ
こ
で
医
学
的
に
J
つ
と
J
盛
大
な
こ
-
J
は
両

5
;
療
法
に
よ
る
成
横
で
あ
ろ
う
｡
4
=
満
の
生
存
呼

を
比
較
す
る
と
袈
3
の
ご
と
-
で
あ
る
o
 
l
九
七

三
年
以
陣
の
惟
性
透
析
二
万
三
〇
八
例
と
l
九
七

1
年
以
降
の
骨
格
机
l
O
1
二
例
の
生
存
畔
で
､

4
1
凍
年
度
か
ら
す
れ
ば
憎
性
透
析
捉
例
の
方
が
和

利
な
は
ず
で
あ
る
o
こ
の
両
紫
の
l
年
生
#
畔
は

は
ば
川
坤
で
あ
る
が
､
二
年
以
降
だ
ん
だ
ん
と
移

柵
の
方
が
良
-
な
っ
て
お
り
､
五
年
後
で
は
和
i
=
1

益
が
明
ら
か
L
'
認
め
ら
れ
て
い
ろ
｡
こ
こ
に
述
べ



表4　tA姓透析と甘榊の

牡会社婦中

横位速析 都uFh惲�

29.3% 都B��R�

部分社会復帰 �4B�"R�12.0% 

合計 鉄津RR�86.1% 

表3　tt性透析症例と甘移細症例の生存率

他性透析(1973年以降)　や移植( 1971年以降)

20,308例　　　　　　　　1.012例

表5 tI性透析症例数および榊■棚特赦/人E]100万人

〔1979年12月31日現在〕

tt性速析(寓庭透析%)移構丁裁能#持

ア　} 1)カ　　　205　　(13%)　　　　66

日　　　　本　　235　　( 1 )　　　14

ス　　イ　　ス　　132　　(23 )　　　　74

～ JLJ　半-　　134　　(7 )　　　　60

イ　スラエル　　150　　(12 )　　　　31

カ　ナ　ダ　　　92　　(35 )　　　　72

フ　ラ　ン　ス　　150　　(17 )　　　　23

オーストラリア　　　85　　　(45 )　　　　91

'合召十には治療法の不明症例も含まれている

ら
れ
て
い
る
骨
移
柄
の
生
存
率
と
は
'
移
植
冊
が

拒
絶
反
応
で
機
能
を
喪
失
し
て
も
再
送
折
で
維
持

さ
れ
て
い
る
症
例
は
生
存
率
に
含
ま
れ
る
o
こ
れ

に
対
し
て
移
椎
骨
が
機
能
を
良
好
に
維
持
し
て
い

る
パ
ー
セ
ン
ト
を
生
井
牢
と
称
し
て
い
る
.

性
性
疾
患
に
対
す
る
的
頼
方
針
と
し
て
､
生
命

の
維
持
も
重
要
で
あ
る
が
､
こ
れ
と
と
も
に
社
会

復
帰
を
日
様
と
す
べ
き
と
亨
f
L
で
い
る
｡
そ
こ
で

偵
性
透
析
例
と
軒
移
植
例
の
社
会
復
帰
率
を
比
戟

し
て
み
よ
う
｡
衷
4
に
示
す
完
全
社
会
裸
婦
は
過

五
日
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
も
の
で
'
部
分
社
会

復
帰
は
過
四
日
以
内
の
仕
事
と
い
う
こ
と
に
な
る
｡

こ
の
衣
に
見
る
ご
と
く
腎
移
梯
例
で
は
四
分
の
三

が
完
全
社
会
復
帰
を
し
て
い
る
.
仲
仕
透
析
症
例

も
近
年
､
夜
間
透
析
の
普
及
に
と
も
な
っ
て
完
全

%約
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5

社
会
復
帰
申
J
向
上
し
っ
つ
あ
る
が
､
な
お
腎
移

植
の
方
が
は
る
か
に
有
利
の
ご
と
-
で
あ
る
｡

性
性
透
析
と
野
移
植
に
関
す
る
世
界
的
な
現
況

に
つ
い
て
､
1
九
八
一
年
六
月
の
国
際
町
見
合
に

お
け
t
C
W
i
n
g
の
報
告
に
よ
る
と
衣
5
の
ご
と
-

で
あ
る
｡
さ
ら
に
多
数
の
蒋
国
か
ら
の
翌
日
が
典

許
さ
れ
て
い
L
J
が
､
主
な
と
こ
ろ
を
放
す
い
L
L
,

も
の
で
あ
る
｡
こ
の
衣
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
日
本

は
､
人
里
0
0
万
人
当
L
J
り
性
性
透
析
症
例
数

が
二
三
五
と
世
界
浪
花
で
､
ま
さ
に
医
療
面
で
J

福
祉
国
賓
と
し
て
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
る
｡

一
方
､
移
植
腎
機
能
維
持
例
数
に
つ
い
て
は
人
口

1
0
0
万
人
当
L
J
り
1
四
と
な
っ
て
お
り
'
こ
こ

に
挙
げ
ら
れ
L
J
諸
国
の
う
ち
殺
低
で
あ
る
｡
こ
の

よ
う
に
町
格
梱
例
数
の
少
な
い
理
由
と
し
て
死
体

i
=
利
用
率
の
差
が
考
え
ら
れ
た
.
欧
米
で
は
全
林

楢
例
の
少
な
-
と
も
六
〇
%
以
上
が
死
体
腎
移
柿

と
な
っ
て
い
る
が
､
本
邦
で
は
わ
ず
か
､
1
五
%

に
過
ぎ
な
い
｡
本
邦
に
お
け
る
大
き
な
汲
周
の
l

●

つ
で
あ
る
｡

こ
こ
で
市
移
植
蝶
法
が
敗
者
の
長
期
延
命
に
対

す
る
義
に
つ
い
て
1
言
し
て
お
こ
う
｡
E
D
T

A
(
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
工
透
析
･
幣
移
植
研
死
全

の
典
計
に
よ
る
と
､
透
析
あ
る
い
は
腎
杵
柄
に
よ

っ
て
1
0
年
以
上
生
存
し
た
症
例
が
｢
0
0
0

例
以
上
竪
糾
さ
れ
二
九
七
八
年
l
二
月
三
1
日

現
在
な
お
九
八
九
例
が
生
存
中
で
あ
る
(
五
6
)
0

こ
れ
ら
一
､
0
0
0
例
の
う
ち
､
人
工
透
析
の
み

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
た
･
J
,
の
は
三
五
%
で
､
釣
三

分
の
二
に
当
る
六
五
%
の
症
例
は
1
回
以
上
の
町

移
枚
を
受
け
て
い
る
o
こ
の
時
点
で
移
植
腎
機
能

が
良
好
に
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
は
一
五
九
例
で
､

他
は
拒
絶
さ
れ
悼
性
透
析
に
戻
っ
て
い
る
｡
し
か

●

し
､
促
に
押
透
析
に
尿
っ
て
も
､
移
植
骨
機
能
が

良
-
維
持
さ
れ
て
い
る
期
間
は
､
1
時
的
に
せ
よ
'

患
者
の
全
身
状
態
が
著
し
く
改
善
さ
れ
る
わ
け
で
'

こ
の
こ
と
が
軒
移
植
を
受
け
た
も
の
の
長
期
延
命

に
つ
な
が
る
も
の
と
ぞ
ぇ
･
J
れ
る
｡
稚
性
透
析
症

例
に
対
す
る
何
秒
柄
の
嘉
が
改
め
て
認
識
さ
れ

る
わ
け
で
あ
る
.

腎
移
植
の
適
応
と

前
準
備

骨
移
揃
は
鹿
鳩
で
不
可
逆
性
の
腎
不
全
の
す
べ

て
に
根
5
;
的
拍
襟
法
と
な
り
う
る
が
､
現
状
で
は

同
軸
移
植
に
お
け
る
拒
絶
反
応
防
止
の
L
J
め
の
抗

免
疫
帝
法
に
伴
う
致
命
的
な
食
併
症
を
抑
制
す
.
.
1

-
､
あ
る
い
は
蛙
供
腎
の
故
に
限
り
が
あ
る
こ
と

か
ら
'
そ
の
非
適
応
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
壷
7
)
｡

す
な
わ
ち
､
年
齢
的
に
は
五
五
歳
以
下
､
身
体
的

に
は
惑
性
服
痔
･
感
独
学
両
度
心
血
管
系
除
草

神
経
系
陣
省
･
肝
障
北
]
な
ど
の
な
い
も
の
と
さ
れ

て
い
る
｡
も
ち
ろ
ん
感
強
や
肝
陣
容
な
ど
は
完
全

に
的
療
後
に
適
応
と
な
る
こ
と
も
少
な
-
な
い
o

こ
れ
ら
の
条
件
を
沸
た
し
て
い
る
性
性
透
析
敵
前

が
適
当
な
枕
供
瀬
を
相
で
骨
格
柵
が
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
､
松
伏
者
と
こ
れ
を
曳
け
る
忍
者
相

互
間
の
体
質
の
相
似
性
す
な
わ
ち
組
織
適
食
性
の

よ
い
組
合
せ
を
遇
ぞ
言
も
大
切
で
あ
る
o
,
あ

こ
と
は
捉
供
令
を
選
択
す
る
場
合
に
も
同
様
で
'

血
繰
省
間
こ
と
に
同
胞
間
で
は
理
想
的
に
適
合
す



Yドナーの選択

60歳以上

悪性稚fAJ

感独性涙管

ホ度の循瑚系疾患

高度の代at疾患

骨･尿路糸崎Irま

赤血球､ ABO､ Rh

白血球､ HLA-A､B､C.D､D

指紋狩J. SANパターン

表9　レシピエントの前車dF

合併症の読三治.

とくに汁rLJ.感娘

全身状態の改書:

人工迷析

自　己宵楕除.

甘孟fF炎､ TF硬化症など

移植前輸血:

生瀬牢の向上､ドナー血または-般血

抗免洩棟法:

在所よりイムラン､ALG､ステt)イド等

表6末期▼不全10年以上生存例t=ついて

(EDTA 1978-12-31)
1000例　中989例El下生7i:中

35%　　i左折のみでNt持されf=

65%　　1回以上?移植が行われた
159例は10年以上織能推持

表7　Y移杜の非主応と選択

jF且応事IFl. 55栽以上
t性■FL
lt性感ち良症

高zEの.い･血管系群落

ホrtのl●ll l一二I■ ■

高床の肝Ff音
;五　　　択●姐舶合性の良いドナーを主等択

る
組
合
せ
と
仝
-
非
適
4
品
組
(
I
.
せ
が
め
り
､
ま

た
親
子
間
で
は
必
ず
半
分
は
通
人
‖
し
て
い
る
o
同

胞
間
で
も
こ
の
よ
う
な
組
合
せ
も
見
ら
れ
る
0

日
謀
的
な
組
織
通
人
尾
の
拍
横
と
し
て
は
滋
8

の
下
部
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
項
目
が
み
る
｡

こ
の
う
ち
で
も
っ
と
も
亜
賓
な
も
の
は
王
で
赤
血

球
刑
で
A
B
O
型
お
よ
び
R
.
C
型
を
輸
血
の
法
則

に
適
合
さ
せ
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
｡
つ
い
で
白

血
球
型
に
つ
い
て
t
 
H
L
A
-
A
'
H
L
A
-
B
'

H

L

A

-

C

'

H

L

A

-

D

､

H

L

A

-

D

R

な

ど
が
分
類
さ
れ
て
お
り
､
こ
の
う
ち
H
L
A
1
C

は
あ
ま
り
間
切
に
な
ら
な
い
･
L
t
う
で
あ
る
が
'
他

の
四
型
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
H
L
A
-

D
R
ま
L
J
は
H
L
A
-
D
の
適
合
性
と
(
d
わ
れ
で

い
る
｡
こ
の
よ
う
な
炎
情
か
ら
'
死
体
腎
移
植
を

希
望
さ
れ
る
者
は
澄
錦
さ
れ
'
提
供
薪
の
血
液
型

に
応
じ
て
希
望
者
(
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
)
が
選
出
さ

れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
｡

ま
L
J
.
甲
奴
供
者
と
し
て
の
適
格
性
に
つ
い
て
､

六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
や
憩
性
腹
痛
･
感
浪
･
拓

補
の
循
環
系
疾
恕
･
代
謝
疾
唐
･
町
尿
路
系
の
崎

型
を
持
つ
も
の
は
除
外
さ
れ
て
い
る
｡

適
合
性
に
つ
い
て
は
叔
近
'
同
株
移
楠
で
あ
る

限
り
H
L
A
非
適
合
で
も
移
械
前
の
輸
血
に
よ
っ

て
生
瀬
率
の
新
し
い
改
尊
が
整
冒
れ
､
組
織
適

合
性
の
良
否
が
骨
移
植
の
適
否
を
左
右
す
る
こ
と

は
な
-
な
り
つ
つ
あ
る
｡

過
当
な
条
件
の
提
供
野
を
得
た
レ
シ
ピ
エ
ン
ト

の
移
植
前
の
畔
価
と
し
て
は
丑
9
の
こ
と
-
で
あ

る
｡
拒
絶
反
応
防
止
の
L
J
め
に
用
い
ら
れ
る
抗
免

攻
剤
､
こ
と
に
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
や
代
謝
指
抗
刑
'

(
イ
ム
ラ
ン
)
授
与
に
伴
っ
て
起
き
や
す
い
早
期

の
玉
井
な
合
併
症
と
し
て
消
化
管
出
血
(
沈
痛
)

と
感
的
症
が
あ
る
｡
従
っ
て
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
に
汁

櫛
や
感
娘
の
あ
る
と
き
は
こ
れ
皇
花
仝
ー
二
的
癒
せ

し
め
て
逝
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
こ
れ
と
平
1
k

L
で
血
液
透
析
な
ど
に
よ
り
全
身
状
態
を
改
善
さ

せ
､
貧
血
の
強
い
と
き
は
こ
れ
も
あ
る
程
度
回
復

せ
し
め
る
.
自
己
腎
に
特
異
的
な
免
疫
淋
常
や
感

強
た
と
え
ば
骨
硬
化
症
や
野
孟
炎
な
ど
で
は
､
移

植
前
に
自
己
骨
を
揃
険
し
､
血
液
透
析
で
維
持
し

て
お
-
こ
と
も
必
要
で
あ
る
o
さ
ら
に
救
近
で
は

移
植
前
輸
血
が
普
及
し
っ
つ
め
る
.
生
体
乍
移
植

例
で
は
二
〇
〇
如
ず
つ
二
週
間
毎
に
三
回
輸
血
し
'

そ
の
後
二
週
間
し
て
腎
移
植
を
行
っ
て
雄
め
で
優

秀
な
生
瀬
牢
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
i
f
死
体

甘
移
植
の
場
合
に
は
､
移
植
堅
ハ
ヵ
月
か
ら
二
週

間
の
間
に
牽
且
の
輸
血
を
稔
1
約
二
､
五
〇
〇
此

投
与
し
て
お
-
こ
と
､
非
輸
血
群
よ
り
明
ら
か
に

生
瀬
串
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
｡
た
だ
.
こ
れ
ら

輸
血
症
例
で
は
杵
柄
手
術
虎
前
に
ド
ナ
ー
と
レ
シ

.
i
)
.
エ
ン
･
1
間
の
血
淡
の
ク
ロ
ス
マ
ッ
チ
テ
ス
ト
を

行
い
､
強
く
略
他
車
ホ
す
場
人
品
移
楠
を
中
止
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
｡

こ
の
ほ
か
移
梯
日
の
粥
肌
に
は
稜
々
の
抗
免
腔

療
法
が
開
始
さ
れ
る
が
､
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
｡

腎
移
植
術
武

官
枚
は
身
体
の
背
側
め
1
渡
椎
の
高
さ
で
両
側

に
二
個
あ
り
､
外
側
は
揮
い
脂
肪
で
包
ま
れ
､
外

価
な
ど
を
受
け
に
-
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
.
,
)

の
よ
う
な
位
置
か
ら
抽
出
さ
れ
た
1
個
の
下
見
は

本
来
の
場
所
に
移
植
さ
れ
る
の
で
は
な
-
'
提
供

者
の
左
(
右
)
野
は
虐
者
の
右
(
左
)
牌
骨
e
E
す

な
わ
ち
､
右
側
で
は
盲
腸
の
あ
た
り
に
拭
え
込
ま

れ
る
｡
血
管
す
な
わ
ち
骨
動
脈
は
内
股
骨
肋
脈
と

端
々
吻
合
を
行
い
､
尿
管
は
膜
状
に
正
接
植
込
む

よ
う
に
す
る
o
提
供
野
の
異
常
や
小
児
な
ど
特
殊

な
場
合
を
除
い
て
､
ほ
と
ん
ど
上
述
の
ご
と
き
手

術
法
が
行
わ
れ
て
い
る
(
図
1
)
｡
な
お
､
提
供
者

か
ら
抽
出
さ
れ
L
J
野
最
は
碓
沈
液
で
血
液
な
ど
を

き
れ
い
に
洗
い
沈
し
､
死
体
野
移
根
で
は
長
時
間

の
保
存
後
に
移
植
さ
れ
る
こ
と
J
少
な
く
な
い
｡

抗
免
疫
療
法
と

拒
絶
反
応

同
種
移
植
で
は
移
植
さ
れ
L
J
野
戦
を
抗
原
と
し

て
杭
免
疫
反
応
が
発
生
し
､
拒
絶
反
応
の
起
る
こ

と
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
拒
絶
反
応
が



表10主7な枕免疫書法

杭免疫剤:
イムラン(アザチオプリン)

プレデイニン

プレドニソロン

サ1タtlスポリンA

特殊抗免壕剤
ALG､ ATG

移植前輸血
物理的抗免疫法

肝油､解せ誘凍

全身リンパ組執-のX綴照射
Ⅹ推局所報射

BI Y移稚シェ一･7

表11年&別■相国致および脚魚
(1981年12月31日現在　E]本格楢学会〕

年度 �4DﾄHﾇb�枚能姓特例牡 

1967年以前 1968 1969 1970 1971 1972 1973 1974 1975 1976 1977 1978 1979 1980 1981 ���s�����C33Cr�c�C#��c�S#��C3イ"�C3sC��C�#ッ�s����#R�C�3��3R�##�3#�SB�#S�s��迭�3S##�#SR�S���s###2�Cs#3�#s�����#3�3Sb�17 25 26 40 59 72 129 200 286 367 482 606 718 868 1059 

汁 �� 

独
力
に
な
れ
ば
折
角
移
植
さ
れ
た
骨
兄
は
機
能
を

失
っ
て
壊
死
に
お
ち
い
る
0
,
-
れ
を
防
止
し
､
移

植
野
機
能
を
良
好
に
維
持
し
て
お
-
べ
-
抗
免
頼

法
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
現
在
､
払
床
的
に

用
い
ら
れ
て
い
る
主
な
杭
免
疫
療
法
は
衣
1
0
の
ご

と
く
で
あ
る
P
杭
免
疫
療
法
に
は
種
々
致
命
的
な

合
併
症
を
撃
こ
や
す
い
副
作
用
を
有
し
て
い
る

の
で
､
必
要
に
し
て
叔
少
隈
の
杭
免
疫
頼
法
を
行

う
こ
と
が
移
植
息
者
の
予
後
を
良
く
す
る
大
き
な

要
因
と
な
っ
て
い
る
｡

イ
ム
ラ
ン
､
プ
レ
ド
ニ
ン
お
よ
び
A
L
G
を
用

い
L
J
移
植
瓜
別
か
ら
三
カ
月
ま
で
の
拭
免
疫
凍
法

の
模
式
図
の
1
例
を
ボ
せ
ば
図
2
の
ご
と
-
で
あ

る
｡
同
じ
腎
同
税
移
植
に
対
す
る
抗
免
疫
蝶
法
に

し
て
も
､
研
究
者
に
二
よ
り
､
あ
る
い
は
施
設
に
よ

っ
て
多
少
と
も
抗
免
疫
凍
法
の
爽
な
る
場
合
が
多

い
｡
し
か
し
'
1
定
の
限
界
を
準
え
る
と
危
険
と

な
り
､
♯
近
で
は
こ
の
限
度
が
は
ば
明
ら
か
に
さ

■地●■｣
円

れ
､
生
存
率
が
萌
し
-
向
上
し
て
き
L
J
わ
け
で
あ

る
｡
1
万
､
移
植
前
輸
血
の
生
瀬
率
向
上
に
対
す

る
形
事
も
芽
明
な
も
の
が
あ
り
'
こ
と
に
生
体
野

移
植
に
お
け
る
ド
ナ
ー
血
輸
血
が
生
瀬
率
を
九
〇

%
以
上
に
向
上
さ
せ
た
こ
と
は
注
目
に
他
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
0

ほ
ぼ
目
標
通
り
の
枕
免
疫
蝶
法
を
行
っ
て
も
､

急
性
拒
絶
反
応
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
｡
し
か
し
､

早
期
で
か
つ
よ
鹿
で
な
け
れ
ば
回
裸
も
可
能
と
な

っ
て
い
る
｡

i
=
移
植
の
場
合
の
拒
絶
反
応
の
拍
積
と
し
て
､

先
払
や
尿
皇
減
少
､
移
構
腎
の
嫌
脱
痔
痛
そ
し
て

各
柚
検
査
で
骨
機
能
の
低
下
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
｡
こ
の
よ
う
な
症
候
に
よ
っ
で
拒
絶
反
応
と

拾
斬
さ
れ
L
J
と
き
は
､
L
J
だ
ち
に
大
王
の
ス
テ
ロ

イ
ド
投
与
や
T
l
パ
ル
ト
の
局
所
用
射
が
行
わ
れ
る
o

急
性
拒
絶
反
応
は
多
-
の
場
合
'
こ
れ
ら
の
的
襟

に
よ
っ
て
凶
後
す
る
｡
し
か
し
'
東
端
な
拒
絶
反

応
で
は
尿
滋
症
を
撃
J
J
.
透
析
頼
法
に
戻
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
J
あ
る
.
急
性
拒
絶
反
応

時
の
杭
免
痩
席
法
の
一
例
聖
不
す
と
図
3
の
ご
と

●

-
で
あ
る
｡

本
邦
に
お
け
る

腎
移
植
臨
床
集
計

こ
こ
で
､
日
本
移
柿
学
会
で
集
計
さ
れ
L
J
野
移

植
の
陣
床
に
つ
い
て
述
べ
て
み
よ
う
｡
一
九
八
】

年
1
二
月
三
十
1
日
現
在
'
日
本
で
行
･
C
れ
た
骨

移
植
回
数
は
表
1
 
1
の
ご
と
-
で
あ
る
o
こ
こ
に
C

D
と
は
死
体
宵
移
植
回
数
､
L
D
と
は
生
体
や
移

根
回
蓼
し
'
1
九
九
七
例
に
二
〇
五
九
回
の
幣
移
植

が
行
わ
れ
L
J
こ
と
に
な
る
｡
年
間
数
で
み
る
と
､

1
九
七
四
年
か
ら
一
〇
〇
回
以
上
と
な
り
､
死
体

宵
移
植
は
一
九
八
1
年
に
や
っ
と
一
〇
〇
回
を
超

え
た
D
 
L
J
だ
'
こ
の
H
八
回
の
う
ち
に
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
提
供
さ
れ
L
J
死
体
骨
J
l
l
l
O
例
余
含
ま

れ
て
い
る
o
そ
し
て
林
檎
骨
現
地
の
維
持
さ
れ
て

い
る
も
の
が
約
半
数
の
t
､
五
九
例
と
な
っ
て
い

る
O

つ
ぎ
に
ド
ナ
ー
別
の
移
植
回
数
を
見
る
と
栽
l

の
ご
と
-
で
あ
る
｡
両
親
が
約
六
〇
%
で
同
胞
そ

の
他
血
練
生
体
冊
格
納
が
全
体
で
約
八
〇
%
に
な

っ
て
い
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
死
体
骨
格
柵
は
1
七

%
の
み
で
､
軟
州
に
お
け
る
死
体
生
体
市
提
供
の

比
率
と
全
-
逆
に
な
っ
て
い
る
｡
骨
格
柄
の
啓
及

に
は
や
は
り
死
体
骨
格
枕
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

骨
格
椀
を
受
け
た
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
年
齢
は
'

稚
性
町
衆
が
青
壮
年
に
多
い
こ
と
を
放
映
し
て
l
I

O
故
台
が
も
っ
と
も
多
-
全
体
の
四
七
%
を
占
め
'

二
〇
歳
台
と
三
〇
歳
台
を
合
わ
せ
る
と
∵
)
れ
L
J

け
で
全
体
の
四
分
の
三
(
七
七
%
)
と
な
っ
て
い

る
｡
一
方
ド
ナ
-
に
つ
い
て
は
五
〇
此
台
に
ピ
ー

ク
が
あ
り
(
三
六
%
)
'
四
〇
歳
台
と
五
〇
碧
口
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表12　ドナー別Y榊回数
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( )は1981年度におけるもの

表13　年や別移牡成■生存率/生*串　〔1981年12月31日現在El本格綿学会〕

O議古 粕�ﾂﾄﾆ��20鼓台 亊ｺH���粐ｲ�40歳缶 鉄�ﾜ��B�

症例牡 鼎R�254 涛cB�618 ��S2�26 

1年 涛B縒�偵��82.9/69.8 塔"纈�rﾃ��印_9/59.5 田偵b�2纈�51.1/2g_2 

2年 塔u��2���79.7/63.1 都て汀S宝R�76.4/51.4 田Rﾃr�3r�2�44.3/22.7 

3年 塔r縒�ゅB�75.9/57.1 都R綯�｢絣�73.7/46.1 鉄偵"�3��"�44.3/22.7 

の
合
計
で
全
体
の
六
l
%
と
な
っ
て
い
る
0
4
=
親

が
ド
ナ
ー
と
な
る
こ
と
の
多
い
た
め
と
h
T
･
え
ら
れ

る
｡

移
根
監
者
の
麻
疾
取
､
す
な
わ
ち
適
応
疾
煙
と

し
て
は
'
稚
性
糸
球
体
肝
炎
が
九
丁
三
%
と
圧

倒
的
に
多
い
｡
そ
れ
で
･
9
㌧
殺
近
は
掛
尿
野
塩
や

ル
ー
プ
ス
軒
炎
な
ど
に
適
応
が
拡
大
さ
れ
つ
つ
め

ち
.
二
･
J
に
糖
尿
幣
症
は
､
偵
件
透
析
に
よ
る
維

持
も
な
か
な
か
む
つ
か
し
-
､
む
し
ろ
何
秒
柵
を

行
っ
た
方
が
生
存
呼
を
向
上
せ
し
め
得
る
と
T
J
わ

れ
で
い
る
｡

●腎
移
植
成
練

本
邦
の
町
移
机
成
約
に
閏
し
､
ま
ず
年
齢
別
に

観
察
し
て
み
よ
う
O
衣
1
3
の
ご
と
-
若
年
例
は
ど

生
存
畔
も
生
瀬
群
も
よ
-
な
っ
て
い
る
.
柘
齢
者

よ
り
若
年
瀦
を
よ
り
良
い
適
応
と
す
る
の
J
.
I
)

の
よ
う
な
成
紙
か
ら
準
え
る
わ
け
で
あ
る
｡
こ
J
J

に
幼
小
児
期
で
は
人
工
透
析
凍
法
が
先
帝
が
停
止

し
､
位
期
の
維
持
が
む
つ
か
し
い
｡
し
た
が
っ
て

幼
小
児
せ
者
に
は
棟
康
的
に
骨
格
柵
が
行
わ
れ
る

べ
き
L
,
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

つ
ぎ
に
､
今
ま
で
移
柵
さ
れ
L
J
す
べ
て
の
症
例

に
つ
い
て
経
年
成
甥
を
見
る
と
お
1
4
の
ご
と
-
で

あ
る
.
死
体
町
よ
り
生
体
町
の
方
が
和
利
な
の
は

阻
血
時
間
の
大
き
な
丑
と
と
も
に
､
ド
ナ
ー
と
レ

シ
ピ
エ
ン
ト
間
の
組
織
適
合
性
の
丑
に
よ
る
も
の

と
準
え
ら
れ
る
O
す
な
わ
ち
､
死
体
骨
提
供
帝
は

●

偲
薪
に
と
っ
て
非
血
繰
布
で
あ
り
､
生
体
腎
提
供

は
大
部
分
が
血
練
薪
で
あ
る
.
組
地
通
4
品
に
関

し
て
は
非
血
維
新
に
比
し
血
紐
解
の
和
利
な
こ
J
J

は
H
L
A
検
査
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
o
た
と
え
､

親
兄
弟
と
T
T
･
P
L
と
も
町
税
供
の
目
的
で
健
康
省
に

メ
ス
が
加
え
ら
れ
る
こ
と
は
倫
理
的
に
胴
個
と
な

る
が
､
純
医
学
的
に
粗
放
適
合
性
や
阻
血
時
間
な

ど
か
ら
や
N
'
て
成
功
畔
の
拓
い
こ
･
J
は
弔
炎
で
あ

り
､
生
体
腎
移
机
の
恋
濃
も
注
目
さ
れ
る
｡
こ
の

経
年
成
雑
で
見
る
と
.
全
体
と
し
て
'
移
柵
後
1

年
､
五
年
､
一
〇
年
の
生
存
率
は
そ
れ
ぞ
れ
八
l
･

二
､
六
八
･
一
､
五
三
二
ハ
%
と
な
っ
て
い
る
｡

こ
れ
は
慢
性
透
析
症
例
の
生
存
畔
よ
り
明
ら
か
に

維
位
で
あ
る
O
 
l
方
､
そ
の
時
期
に
お
け
る
生
前

率
は
そ
れ
ぞ
れ
六
三
･
六
､
四
三
･
七
､
三
三
･

三
%
と
な
っ
て
い
る
｡
初
期
症
例
を
進
数
と
す
る

蛇
期
例
に
お
い
で
も
1
0
年
生
瀬
が
三
分
の
一
に

適
す
る
こ
と
は
､
今
後
大
い
に
期
待
し
得
る
も
の

と
]
.
J
え
よ
う
｡

そ
こ
で
年
度
別
1
年
生
存
率
お
よ
び
生
瀬
率
を

比
較
し
て
み
る
と
､
丑
1
5
の
ご
と
く
で
あ
る
.
坐

体
骨
移
植
(
L
D
)
が
死
体
骨
移
析
(
c
D
)
よ

り
和
利
な
こ
と
は
当
然
で
あ
り
'
全
体
と
し
て
1

年
生
存
率
は
清
光
に
向
上
し
､
l
九
八
〇
年
に
は

九
〇
%
に
速
し
て
い
る
0
位
近
で
は
腎
移
根
に
よ

っ
て
致
命
的
に
な
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
-
､
骨
移

根
手
術
は
熟
練
施
設
で
行
わ
れ
る
限
り
1
般
手
術

と
ほ
と
ん
ど
同
様
な
リ
ス
ク
と
考
え
ら
れ
'
1
年

生
存
竺
0
0
%
の
成
嫌
を
示
し
た
施
設
も
あ
る
｡

l
方
､
生
瀬
畔
に
関
し
て
は
一
九
七
三
年
頃
よ
り

六
三
-
七
四
%
の
間
に
あ
り
､
明
ら
か
な
向
上
が

見
･
)
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
C
骨
移
柵
手
術
の

せ
及
に
応
じ
､
新
し
い
施
設
で
の
幣
移
机
の
開
始

や
､
死
体
野
移
柵
の
増
加
な
ど
の
要
因
が
挙
げ
ら

れ
る
が
､
他
方
'
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
抗
免
痩

療
法
の
限
界
と
▲
与
え
ら
れ
､
組
織
禁
じ
性
に
よ

る
ド
ナ
ー
と
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
組
合
せ
の
選
択
が

よ
り
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
耕
炎
で
あ

る
｡
た
だ
.
I
.
二
義
年
来
､
格
納
机
輸
血
の
移
桃
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骨
生
者
率
向
上
に
及
ぼ
す
形
中
が
脚
光
を
浴
び
､

大
い
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
､
こ
れ
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
｡

救
近
で
は
死
亡
率
の
著
し
い
低
下
を
見
た
が
､

今
ま
で
の
死
因
と
そ
の
頻
度
な
ら
び
に
移
植
甘
機

能
喪
失
の
原
田
と
そ
の
頻
度
に
つ
い
て
見
る
と
表

1
6
の
ご
と
-
で
あ
る
｡
叔
大
の
死
因
は
感
娘
で
約

四
〇
%
を
占
め
て
お
り
､
抗
免
痩
群
法
の
副
作
用

に
と
も
な
う
宿
命
的
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
い
L
J
｡

消
化
管
出
血
(
ス
テ
ロ
イ
ド
に
よ
る
合
併
撃
や

肝
不
全
(
イ
ム
ラ
ン
に
よ
る
合
併
症
)
も
､
そ
れ

ぞ
れ
抗
免
壕
剤
の
副
作
用
に
･
,
G
と
づ
-
も
の
と
考

え
ら
れ
る
｡
こ
の
よ
う
な
串
夷
に
対
し
て
､
抗
免

疫
凍
法
の
限
界
を
知
り
(
去
E
]
)
.
こ
れ
を
推
守

す
る
こ
と
に
よ
り
移
植
冊
機
能
を
ぎ
せ
い
に
し
て

も
生
存
率
の
滞
し
い
向
上
が
み
ら
れ
L
J
｡
ま
L
J
欧

米
で
は
移
桶
息
者
の
杭
免
疲
蝶
法
に
伴
う
発
が
ん

が
問
題
に
な
っ
て
お
り
､
発
が
ん
率
が
非
常
に
商

い
と
さ
れ
て
い
る
｡
し
か
し
そ
の
多
く
の
も
の
は

皮
t
が
ん
な
ど
根
治
し
や
す
い
J
の
で
あ
り
'
日

本
で
の
先
が
ん
率
は
欧
米
の
1
0
分
の
1
程
度
と

思
わ
れ
る
o
不
完
全
な
杭
免
疫
頼
法
と
亭
フ
よ
う

な
背
景
も
あ
り
へ
移
植
町
税
触
媒
共
原
因
と
し
て

は
'
大
部
分
が
拒
絶
反
応
に
も
と
づ
-
も
の
と
な

っ
て
い
る
｡
そ
の
他
の
場
合
も
手
技
的
失
敗
は
別

と
し
て
､
そ
れ
ぞ
れ
の
合
併
症
で
抗
免
疫
剤
与
j
l

の
減
丑
あ
る
い
は
中
断
に
よ
る
も
の
が
大
都
分
で

あ
る
｡
L
.
と
え
､
移
植
骨
が
拒
絶
反
応
の
た
め
破

能
を
失
っ
て
も
'
生
命
に
異
常
が
な
け
れ
ば
次
の

移
植
を
待
つ
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
｡

抗
免
疫
療
法
の

新
し
い
動
向

●

一
九
六
〇
年
代
に
イ
ム
ラ
ン
､
ス
テ
ロ
イ
ド
､

A
L
G
な
ど
に
よ
る
杭
免
疫
帝
法
が
臨
床
に
取
り

入
れ
ら
れ
､
し
ば
ら
-
は
新
し
い
有
効
な
杭
免
疫

剤
の
出
現
を
見
な
か
っ
L
J
｡
こ
こ
鼓
年
来
､
克
菌

の
代
謝
産
物
で
あ
る
サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
I
A
､

あ
る
い
は
ブ
レ
デ
ィ
二
ン
な
ど
.
特
徴
を
持
っ
L
J

新
し
い
枕
免
項
剤
が
報
告
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
L
J
｡

イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー
ン
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

が
T
細
胞
に
特
典
的
に
作
用
L
t
授
与
中
止
後
も

あ
る
程
度
抗
免
疫
効
果
の
持
続
す
る
新
抗
癌
剤
サ

イ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン
A
を
発
哀
し
L
J
の
は
J
う
五
年

前
の
こ
と
で
あ
る
｡
そ
の
抗
免
疫
効
果
は
十
分
立

証
さ
れ
L
J
が
大
王
生
産
の
附
稚
な
こ
と
や
乍
毒
性

な
ど
か
ら
な
お
み
よ
り
普
及
し
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
プ
レ
デ
ィ
ニ
ン
･
･
,
光

菌
の
代
謝
庶
物
で
抗
が
ん
剤
と
し
て
開
発
さ
れ
る

う
ち
､
抗
免
硬
効
果
が
注
目
さ
れ
､
臨
床
的
に
応

用
さ
れ
L
J
純
国
産
の
抗
免
痩
剤
で
あ
る
｡
イ
ム
ラ

ン
と
は
ば
同
様
な
作
用
繊
維
が
考
え
ら
れ
る
が
'

イ
ム
ラ
ン
の
刑
作
用
と
し
て
の
白
血
球
減
少
作
用

や
肝
沓
性
な
ど
が
プ
レ
デ
ィ
ニ
ン
に
は
ほ
と
ん
ど

な
い
｡
投
与
主
に
多
少
の
差
は
あ
り
､
ま
た
催
崎

型
性
に
は
注
意
さ
れ
て
い
る
が
.
イ
ム
ラ
ン
に
代

わ
る
杭
免
峻
別
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
｡

さ
て
'
前
に
も
触
れ
L
J
ご
と
-
､
移
植
前
輸
血

が
生
瀬
率
の
向
上
に
盤
大
な
形
事
を
及
ぼ
す
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
L
J
.
そ
の
槻
序
に
つ
い
て
は
な

お
十
分
明
ら
か
で
は
な
い
が
､
統
計
学
的
に
有
意

な
こ
と
は
閉
途
い
な
い
｡
た
と
え
ば
'
死
体
甘
移

植
の
1
年
生
瀬
率
が
非
輸
血
群
で
は
五
六
･
1
1
%

相
浦
諾
7
;
.
;
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表16レシピエントの死因と夢枕TQ能★失原田
〔1981年12月31 El現在, Er本格根学会〕

表1 7　　　　　　現在の抗免疫療法の限界

3カ月以降 儖Xﾖﾂ�

イムラi' ALG X練局所照射 仍ｹ��3��ﾖr����100mg/day以 僮(ﾈﾈｸR8�ｸ,�.h.��

20mg/day以下 20na/day以下 同左 ��

150γ×3回 � 

園4　人エY見･Y糾治4システム

⑳冊稚(帆--)センター

田野移軌とンタ~

●人工骨Jtセンタ-

▲ドナ-病院

で
あ
っ
L
J
が
輸
血
郡
で
は
七
]
･
〇
%
と
改
辞
さ

れ
､
捉
供
者
か
ら
の
移
柵
前
輸
血
が
行
わ
れ
L
,
坐

体
i
=
格
納
の
一
年
生
必
中
は
一
〇
〇
%
(
非
輸
血

群
は
七
八
･
四
%
)
と
占
う
報
告
J
あ
る
｡
た
L
J

移
柄
前
輸
血
に
よ
っ
て
､
移
柵
釈
満
に
ド
ナ
ー
と

価
者
と
の
白
血
球
血
接
交
叉
戒
厳
が
陽
性
に
な
る

碓
畔
は
報
告
薪
に
よ
っ
て
興
な
り
五
三
l
〇
%
と

･
J
わ
れ
で
い
る
｡
わ
れ
わ
れ
も
提
供
話
血
輸
血
を

移
桃
駒
の
二
四
例
に
施
行
し
た
が
､
屯
接
交
叉
拭

験
で
阻
性
に
な
っ
た
の
は
･
C
す
か
1
例
(
四
･
二

%
)
の
み
で
あ
っ
L
J
.
早
.
J
竺
H
l
l
例
の
宵
移
柏

で
l
例
が
洞
化
腎
疾
取
で
死
亡
L
L
J
が
､
拒
絶
反

応
の
た
め
移
械
冊
機
能
を
喪
失
し
た
J
の
は
1
L
例

J
な
か
っ
た
｡

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
の
人
工
扱
推
移
柵
料

に
お
い
て
一
九
八
一
年
一
二
月
l
三
日
ま
で
に
生

体
i
=
格
納
二
五
例
'
死
体
骨
移
植
1
七
例
､
人
目

●

計
1
三
二
例
に
行
い
'
七
八
例
の
生
瀬
を
柑
て
い

る
D
初
期
に
は
成
紙
も
不
安
定
で
あ
っ
L
J
が
'
杭

免
疫
棟
法
へ
の
工
夫
や
ド
ナ
ー
血
輸
血
に
よ
る
前

処
置
な
ど
'
昨
年
(
昭
和
五
六
年
)
の
生
体
腎
格

納
症
例
は
同
年
三
月
未
現
在
で
全
例
生
者
二

〇
〇
空
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
｡
死
体
幣
移
柵

の
成
紙
は
生
体
腎
移
植
の
そ
れ
に
及
ば
な
い
が
､

改
碑
に
労
力
さ
れ
て
い
る
｡
g
:
移
柵
術
は
他
の
手

術
に
比
し
て
そ
の
リ
ス
ク
も
決
し
て
大
き
な
も
の

で
は
な
-
､
魂
粕
で
不
可
逆
性
の
腎
不
全
に
対
す

る
拙
4
3
蝶
法
と
し
て
さ
ら
L
'
呼
及
さ
せ
る
べ
き
で

あ
る
D

腎
移
植
の
要
点
と今

後

U
C
L
A
の
E
h
･
.
T
e
r
a
s
a
k
l
が
帝
移
柵
の
生

新
坪
に
形
轡
を
及
ぼ
す
因
子
で
も
っ
と
も
韮
大
な

田
子
は
移
柵
前
輸
血
の
和
無
と
移
根
施
設
と
し
て
､

そ
の
柄
院
の
腎
移
梯
虐
者
を
対
象
と
す
る
医
学
的

レ
ベ
ル
の
芯
さ
に
あ
る
と
一
J
っ
て
い
る
｡
す
な
I
C

ち
､
冊
移
植
の
成
功
に
は
移
机
榊
の
適
切
な
輸
血

な
ら
び
に
そ
の
格
納
セ
ン
タ
ー
の
冊
移
榊
に
対
す

る
医
学
的
な
訪
い
レ
ベ
ル
の
維
持
が
朝
よ
れ
て
い

る
｡
つ
ぎ
に
は
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
の
血
液
透
析
を
空

け
て
い
L
J
期
間
と
亦
血
球
･
白
血
球
の
組
織
通
人
∪

性
を
因
子
と
し
て
取
り
挙
げ
て
い
る
｡
血
沈
透
析

期
冊
が
長
い
場
合
に
は
そ
れ
だ
け
輸
血
の
機
会
が

多
-
､
む
し
ろ
和
利
と
､
山
わ
れ
で
い
ろ
o
そ
う
し

て
食
後
に
人
柚
､
年
齢
､
性
の
丑
な
ど
と
な
っ
て

お
り
､
か
つ
て
は
人
柚
の
差
や
組
織
適
合
性
な
ど

が
J
つ
と
も
東
軍
祝
さ
れ
て
い
た
が
∵
)
れ
ら
が

移
桃
前
輪
血
や
移
植
施
設
の
移
柵
に
対
す
る
医
学

的
レ
ベ
ル
の
t
E
さ
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
る
も
の

と
*
･
え
る
o

こ
の
よ
う
に
党
旗
し
っ
つ
あ
る
町
移
柄
凍
法
は
､

そ
の
手
術
方
式
に
対
す
ろ
リ
ス
ク
も
き
わ
め
で
稚

く
な
り
､
東
浦
で
不
可
逆
性
の
腎
不
全
に
･
J
つ
て
､

医
学
的
に
J
社
会
的
に
も
､
根
治
的
医
療
と
し
て

の
亜
賓
性
が
泌
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
｡
す
な
わ
ち
医

学
的
に
は
憎
性
透
析
に
比
し
て
あ
ら
ゆ
る
面
で
全

身
症
状
が
改
轡
さ
れ
'
正
常
人
に
近
-
な
る
o
祉

使
性
透
析
恩
者
が
死
体
E
:
の
提
供
を
生
け
て
C
:
描

納
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
と
し
で
は
図
4
の
ご
と
N
J
組

織
が
作
ら
れ
て
い
る
｡

本
邦
で
も
過
れ
ば
せ
な
が
ら
死
体
胃
格
納
体
系

と
そ
の
啓
及
に
努
力
さ
れ
て
い
る
が
'
同
比
供
の

t
p
出
の
促
進
な
ら
び
に
腎
移
植
七
ン
タ
-
の
光
夫

が
日
下
の
嘉
で
あ
ろ
う
O



十
三
回
全
腎
協
総
会
旅
行
記

苫
小
牧
｢
つ
-
し
会
｣
　
広
岡
　
達
夫

昨
年
の
仝
川
一
六
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
後
の
放
笑
ム

の
析
今
年
度
全
回
総
会
が
仙
ム
日
で
行
わ
れ
'
近
い

か
ら
参
加
し
な
い
か
と
は
か
っ
た
併
発
加
L
L
J
い

と
J
う
人
が
紙
柵
多
か
っ
た
の
で
'
正
月
の
｢
つ

-
し
会
｣
の
総
会
時
に
十
名
分
位
の
旅
珊
を
千
林

に
入
れ
承
思
さ
れ
よ
し
L
J
3
所
が
炎
際
に
行
-
段

隅
で
は
奉
加
を
叫
び
か
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
舟

甥
薪
が
減
っ
て
し
ま
い
わ
ず
か
三
名
に
こ
な
っ
て
し

ま
い
ま
L
L
J
.

奉
加
.
J
L
J
三
令
は
時
佃
の
都
人
目
な
ど
で
公
議
の

み
出
席
し
て
日
糊
り
す
る
や
と
な
り
よ
し
L
j
?

奉
加
解
は
五
月
十
川
日
午
後
朋
時
半
苫
小
牧
フ

ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
災
人
=
し
五
時
出
航
の
日
本

.
S
･
L
1
フ
ェ
リ
ー
の
船
に
乗
船
し
ま
L
L
J
｡
船
内
は

往
伽
共
平
脈
外
れ
の
わ
か
空
い
て
お
り
悠
々
と
･
R

で
い
く
.
I
～
が
出
来
ま
L
L
J
｡

こ
れ
か
ら
フ
ェ
リ
ー
旅
行
さ
れ
ろ
方
も
お
ら
れ

ち
.
J
J
思
い
ま
す
が
観
光
シ
-
.
ス
ン
な
ど
は
エ
コ
/

ミ
ー
ク
ラ
ス
は
さ
け
L
J
方
が
炎
L
J
と
思
い
ま
す
.

船
内
で
の
な
1
i
は
船
人
荘
L
'
こ
も
よ
り
ま
す
が
日
本

泊
紬
フ
エ
リ
-
の
場
合
､
允
紫
は
セ
ル
フ
サ
ー
ビ

ス
､
糾
氏
は
和
･
洋
延
良
の
み
｡
夕
氏
は
サ
ラ
ダ

叫
.
=
物
糊
､
な
っ
と
う
､
立
賄
､
た
ら
こ
蒜

｣
的
な
も
の
か
･
1
.
枚
魚
､
コ
ロ
ッ
ケ
､
神
々
の
フ

ラ
イ
'
ハ
ン
バ
ー
グ
な
と
の
一
口
仰
料
理
か
･
J
好
R
,

な
も
の
を
氏
べ
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
勿
論
飲

物
も
で
す
｡
L
J
L
,
み
そ
汁
は
払
っ
ぱ
-
て
透
析
風

解
に
は
不
向
で
す
｡
食
卓
の
方
は
ち
ょ
っ
と
L
L
J

街
の
食
食
位
の
J
の
が
あ
り
ま
す
C

船
に
は
風
呂
も
あ
り
'
そ
の
他
ゲ
ー
ム
山
部
.
吹

芸
J
あ
り
､
あ
ま
り
退
畑
は
し
な
い
と
思
い
ま

す
｡
我
々
は
風
呂
に
は
入
り
ま
せ
ん
で
L
L
J
が
､

映
抑
(
束
さ
ん
も
の
)
を
姐
で
滋
に
つ
d
J
ま
し
た
一

私
は
船
の
ゆ
れ
L
J
の
J
殆
ん
ど
知
ら
ず
に
過
し
て

し
ま
い
よ
し
た
り

港
か
ら
は
ク
ク
シ
-
で
会
場
に
向
い
三
十
分
位

で
つ
き
ま
し
た
｡
仝
糊
は
中
央
に
巾
広
-
紬
地
帯

を
と
り
そ
こ
に
ケ
ヤ
キ
が
紫
っ
L
J
耽
木
池
の
定
禅

寺
通
り
に
面
L
L
J
小
目
城
郎
民
全
館
で
､
耽
々
は
当

耕
し
L
J
時
は
既
に
各
地
方
か
ら
の
1
船
参
加
額
が

多
勢
つ
め
か
け
て
お
り
よ
し
た
り
特
に
東
北
ブ
ロ

ッ
ク
の
各
雛
は
頂
切
バ
ス
で
米
均
し
て
お
り
会
場

l
杯
と
`
J
う
盛
況
で
し
た
｡
全
書
場
ロ
ビ
ー
で
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
や
･
:
S
]
関
脇
の
方
々
が
]
=
L
J
い
衣

茶
や
氷
の
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
-
L
J
さ
っ
て
お
り
ま

し
た
が
大
変
な
堺
だ
っ
た
と
倣
い
ま
す
｡

総
全
は
迫
田
協
の
岩
崎
金
銭
が
開
会
の
挨
拶
､

議
蛇
選
出
~
時
の
後
､
全
;
が
死
枚
懸
者
へ
の
黙
甜

を
柵
げ
ま
L
L
J
｡
議
解
に
入
る
机
に
今
期
で
会
長

を
退
か
れ
る
上
E
E
i
芸
の
桟
拶
'
来
す
挨
拶
等
が

あ
り
､
午
前
中
L
P
前
年
度
治
効
望
口
'
決
井
報
告

今
年
度
泊
勅
整
U
'
子
♯
案
の
拙
策
が
な
さ
れ
､

採
択
は
分
科
会
終
了
後
の
全
体
会
歳
で
な
さ
れ
ま

し
た
り
叔
綾
に
新
花
山
全
山
が
段
上
に
並
で
就
任

が
木
浦
さ
れ
約
円
祈
念
滋
の
挨
拶
が
あ
り
終
了
し

ま
L
L
J
D

分
科
会
は
三
分
科
会
に
分
れ
ま
し
た
が
､
節
三

分
村
会
の
｢
へ
請
勤
｣
に
出
席
し
ま
し
た
3
叔
初

に
罪
名
カ
ン
パ
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
ま
し
た
が

大
体
に
お
い
て
は
年
に
1
回
全
山
全
部
が
奉
加
出

来
る
行
≠
で
あ
る
と
1
7
I
う
布
で
方
法
'
時
季
な
L
J

智
や
見
る
に
し
て
J
縫
紙
す
る
と
一
d
う
政
見
が
多

数
で
し
打
紐
い
て
神
奈
川
腎
協
の
脱
会
の
件
が

叫
小
林
解
滞
り
出
か
ら
経
過
が
説
明
さ
れ
ま
L

L
P
そ
の
上
で
金
運
竹
は
民
主
的
に
な
さ
れ
ね
ば

と
一
J
う
反
軒
が
な
さ
れ
よ
し
L
J
｡
そ
の
他
に
J
全

紙
勅
な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
報
什
U
が
な
さ
れ
和
恵

瀬
な
分
村
へ
ぞ
L
L
J
U

閉
会
絶
フ
ェ
リ
ー
の
時
間
も
あ
り
市
内
観
光
も

せ
ず
棚
路
に
つ
き
ま
L
L
J
が
､
せ
っ
か
-
仙
台
ま

で
行
っ
た
の
で
す
か
ら
1
泊
-
ら
い
し
て
市
内
､

松
山
観
獲
て
も
し
て
-
れ
ば
'
苧
節
も
良
か
っ
L
J

折
か
ら
､
ま
L
J
身
体
的
に
J
紫
L
J
つ
L
J
と
恩
.
C
れ

ま
す
｡
フ
ェ
リ
ー
で
の
日
帰
り
は
旅
行
中
は
大
し

て
破
れ
L
J
と
i
想
い
ま
せ
ん
で
L
L
J
が
'
帰
っ
て

か
ら
や
は
り
掘
れ
が
伐
っ
た
様
で
し
た
U



●

透
析
患
者
と
な
っ
て

根

室

市

立

病

院

　

細

　

谷

　

弘

　

子

私
は
､
人
工
透
析
を
開
始
し
て
早
い
も
の
で
六

ケ
月
半
が
過
ぎ
ま
し
㌔

思
え
ば
､
三
月
の
初
め
頃
､
遠
桁
を
受
け
な
け

れ
ば
､
1
0
日
位
で
命
は
有
ま
せ
ん
よ
｣
 
'
と
一
J
わ

れ
､
今
ま
で
の
人
生
で
1
番
r
シ
ョ
ッ
ク
｣
を
せ

け
た
こ
と
を
箪
p
L
て
い
ま
す
｡

｢
な
ぜ
'
私
だ
け
が
･
｣

｢
何
も
憩
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
･
-
･
な

せ
･
p
p
･
･
･
)

そ
れ
で
も
､
日
々
が
適
に
に
つ
れ
て
.
r
私
L
J

け
じ
ゃ
な
い
.
私
よ
り
ズ
-
と
年
寄
り
も
'
若
い

人
も
､
頑
双
っ
て
生
き
て
い
る
｡
私
に
だ
っ
て
､

も
っ
と
､
も
っ
と
生
き
る
権
利
が
あ
る
｡
ま
L
/
私

に
は
四
歳
に
な
る
娘
が
l
人
い
ま
す
｡
生
き
て
､

姐
を
1
人
前
に
す
る
頚
務
が
私
に
は
あ
る
ん
i
j
J
｡

そ
う
甲
h
J
る
よ
う
に
な
り
よ
し
L
J
O

そ
れ
か
ら
は
､
も
う
食
べ
る
事
が
私
の
仕
事
で

L
L
J
o
食
べ
ろ
卒
が
､
こ
ん
な
に
つ
ら
-
､
苦
し

い
も
の
L
J
と
は
胤
い
ま
せ
ん
で
L
L
J
.

林
田
先
生
は
じ
め
､
病
院
の
坪
さ
ん
に
肋
よ
さ

れ
子
供
の
鵜
に
､
子
供
の
鵜
に
･
J
'
1
生
典
命
食

べ
ま
し
た
｡
そ
れ
は
も
う
大
変
な
苦
労
で
し
た
｡

透
析
を
受
け
て
い
る
人
な
ら
､
i
i
J
れ
で
も
が
通
過

す
る
迫
で
し
ょ
う
‥
｡
決
し
て
凍
な
逝
で
は
な
い

け
れ
ど
'
色
々
な
人
達
と
出
合
い
'
励
ま
し
合
い

一
状
を
流
し
L
J
卒
も
あ
り
ま
し
た
｡
こ
れ
が
､
私
の

定
め
ら
れ
た
人
生
　
と
亭
フ
な
ら
ば
､
あ
ま
り
に

も
苦
労
の
多
い
人
生
-
0

今
は
､
努
力
が
実
り
､
退
院
し
て
根
室
で
週
二

回
透
析
を
受
け
て
い
ま
す
｡

こ
ち
ら
に
は
五
人
の
仲
間
L
J
け
で
す
が
､
釧
路

の
ま
L
J
全
回
の
野
太
会
の
人
達
J
.
今
頃
は
透
析

中
だ
な
7
-
と
思
う
と
'
私
も
頑
張
っ
て
､
こ
の

四
時
間
の
間
､
自
分
と
L
J
L
J
か
っ
て
い
ま
す
｡

根
寅
に
帰
っ
て
来
れ
L
J
都
が
'
私
に
は
う
そ
の

よ
う
で
､
｢
も
う
二
度
と
我
家
に
J
ど
る
串
が
な

い
｣
と
思
っ
て
い
L
J
の
が
､
毎
D
)
子
供
と
l
紙
に

●

食
事
し
て
､
一
紙
に
溢
れ
る
｡
こ
ん
な
幸
せ
な
恥

は
あ
り
ま
せ
ん
C

こ
れ
か
ら
も
､
ど
ん
な
人
生
が
待
っ
て
い
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
｡
L
J
と
え
苦
し
い
人
生
で
も
､
弊

力
に
努
力
を
塞
ね
'
頑
張
り
の
-
つ
も
り
で
す
｡

食
後
に
､
透
析
に
入
っ
て
｢
人
の
心
の
=
j
か
さ
｣

に
ふ
れ
よ
し
L
J
o
二
八
歳
に
な
っ
て
､
初
め
て
人

間
は
l
人
じ
ゃ
な
い
･
d
孤
独
じ
ゃ
な
い
-
0

孤
独
に
な
っ
ち
C
･
い
け
な
い
ん
L
J
-
 
､
そ
う
思
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

ど
う
そ
'
神
様
へ
私
達
を
お
守
り
下
さ
い
･
-
0

道
腎
協
会
員
'
家
族
の
皆
さ
ん
へ

-
国
会
請
願
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
-

こ
と
し
も
回
全
納
願
運
動
の
時
期
が
や
っ
て
き

ま
し
た
C
こ
れ
は
来
年
二
月
二
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
同
会
諦
朝
に
向
け
て
､
仝
全
山
が
1
丸
と
な

っ
て
取
り
組
む
竺
回
の
全
国
的
な
行
動
で
す
｡

今
年
度
の
め
舶
事
項
は
｢
人
工
骨
族
の
整
備
､
拡

充
し
｢
死
休
骨
格
根
推
進
体
制
の
拡
充
｣
｢
予
防
､

治
凍
､
研
究
､
節
理
な
ど
を
行
な
う
捻
合
冊
セ
ン

タ
ー
の
泣
声
な
ど
で
す
｡

同
会
摘
朝
に
関
し
て
は
､
嫡
髄
時
期
や
方
法
､

募
金
な
ど
に
つ
い
て
､
い
ろ
い
ろ
な
恋
姐
が
出
て
､

そ
の
た
び
に
村
議
を
並
ね
で
い
ま
す
が
､
全
体
と

し
て
は
'
過
去
十
二
年
間
の
諦
顧
運
肋
が
､
野
不

全
治
療
と
､
骨
不
全
恕
者
の
生
活
に
つ
い
て
の
対

策
を
飢
過
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
｡

そ
し
て
.
r
あ
巌
し
い
社
会
情
勢
の
中
で
､
現

在
の
治
療
､
生
活
が
少
し
で
も
後
退
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
'
む
し
ろ
大
き
く
前
進
す
る
よ
う
な
運

動
が
､
今
盲
必
要
に
な
っ
て
N
J
で
い
ま
す
｡
全

山
'
家
族
が
協
力
し
て
､
こ
の
運
動
を
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
｡

な
お
'
全
町
協
が
加
盟
し
て
い
る
｢
全
E
他
省

家
族
団
体
連
絡
会
｣
の
｢
医
頼
保
険
御
1
度
の
改
滋

阻
止
｣
を
中
心
と
す
る
め
願
が
十
月
ご
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
す
o
合
せ
て
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
｡



04H･｢臓姻

Uyhかヰ討幕吋掃萱爾来妙辞,さT5吋紬薄8JLきrJ

Uy91かさFこ穐q:,薄｡ti:{｢亡一坤cE･rY-薄Jy cヰ紬T

rqト,糾吋苅jl罫浄rr姉jl I:岸TT軸醸醇Iy瑚J･,7費

04r1,

8かq声吋累相打淵垣). T rYi ;LyrE茄:吋yRT斎8軸細

J｢岩:岸吋芯沖冨預蒔8琳細々発.買+きr一.q:,ヰrl..

嚇8ryかヰ吋爵淋8灘薄かヰqk駈薄TT扇汁吋細萱野

菊強固.ryT,付罵hw竺8轟柵声帯沙mm増継親瀞動

.芯砂地ゆ8詩朝沖昂罰> ,芋帝8J,q･謝罪蔀SryT付

.聖ヾ /JJ≠rT, .3,17lw竺8億q:帯>潮8野菊海商

.ヰrt,軸細苛緑かつ{=柚吋薄赤rt,葬瑚H>琵鍵

〔垂沖♯戦)淋許〕

｡ワLuJrlG号竹重d･77加齢Hg固SE施

Hl甚8夢中号拓Sfi .号ヰdTq汁仲南.描罪拝辞掛※

｡ヰ紬｢弾ワ額故中ti盛り8蘇斜

.加妙吟｡ヰ紬き恥韓LJJ戦療≠舟汁伸す汁Lb中禰柵舟汁榊

df77輔枠中( lqp俳中蘇斜｡ヰri歯冠8河畔拓銀細寄掛04

4ry柵昏中神執固辞静訓心灘.ryヰ帥きqA･爵淋77J･9Tか

8i77淋赤8沖耕｡汁｢9≠｢細･洋中3号q局77加妙ゆ77帥

巾.べ津77妙加柵峠榊S)許.芹轟咽献｡汁｢9≠｢紬洋中

耕すEf中♯戦) S)達Pl ,｢加替中加妙吟,Fd爵咽ゆ



プ
E
)
?
ウ
便
り

透
析
患
者
集
団
登
山
に
成
功

体
力
に
自
信
つ
い
た
/
来
年
も
挑
戦
〃

透
析
恐
新
が
生
き
紘
-
た
め
に
は
､
塩
分
'
水

分
の
厳
し
い
制
限
を
･
兄
服
し
､
髄
畑
冊
哩
を
耽
ね

る
こ
と
は
必
机
の
条
件
で
あ
る
｡

こ
の
度
は
､
･
;
分
の
体
に
･
E
;
を
J
と
う
と

六
月
一
二
日
;
S
j
;
1
L
･
山
瀬
山
を
試
み
L
J
｡

サ
ツ
加
瀬
凹
克
ち
火
際
に
兼
山
L
L
J
満
は
f
j
満

一
八
名
∴
半
紙
川
冬
山
括
抽
出
の
方
七
名
(
協

力
S
)
､
L
I
渦
柑
T
l
名
(
地
(
?
に
備
え
て
〓
J
あ
る
｡

釧
路
市
f
配
の
バ
ス
に
て
八
時
一
五
分
釧
路
l
E

党
迫
中
バ
ス
の
巾
で
山
.
.
 
L
m
4
品
方
か
ら
.
丑
山
に

対
す
ろ
柴
娃
j
F
P
せ
け
る
a
 
l
一
時
川
村
允
っ
L
J
所

(
川
弼
駅
)
で
I
湖
"
目
的
地
は
ま
も
な
-
L
J

旭
E
両
天
紙
H
,
で
あ
っ
た
が
､
人
-
口
は
ヰ
運
に
も

快
哨
駅
前
の
水
迫
が
と
で
J
L
=
-
お
い
し
か
っ

L
J
.穣

琴
山
の
八
(
日
日
に
到
苛
し
た
の
は
二
時
一

〇
分
｡
全
日
で
妃
念
指
穴
を
摂
る
o
山
結
合
の
方

の
柑
滞
に
よ
り
畔
個
体
雌
'
注
意
等
を
せ
け
､
一

1
時
二
五
分
f
八
名
の
仲
間
は
､
山
t
b
:
全
及
び
れ

過
輔
さ
ん
に
比
な
ら
れ
元
(
<
に
登
っ
て
行
-
o
兼

山
し
な
い
方
々
は
碓
琴
山
=
3
朕
で
-
つ
ろ
-
′
｡

●

先
山
の
氾
中
は
解
っ
L
J
ハ
イ
1
,
ツ
'
木
々
の
ト

ン
ネ
ル
を
-
-
り
の
け
､
天
F
･
i
u
に
割
前
一
休
み
r

こ
こ
か
ら
の
眺
め
も
す
ぼ
ら
し
い
c

m
上
ま
で
は
関
所
が
二
ヶ
所
∪
那
一
関
所
は
全

日
虹
水
油
喝
心
服
の
鼓
動
1
激
し
-
な
っ
て
-

る
O

八
人
は
ー
い
き
入
れ
て
､
つ
い
に
誰
m
成
功
｡

体
に
ぐ
っ
し
ょ
り
汗
を
泌
じ
ま
せ
､
旅
の
汗
を
拭

き
な
が
ら
眺
め
る
自
然
の
パ
ノ
ラ
マ
は
､
右
肘
下

に
わ
ー
糾
輪
湖
､
‥
旭
-
に
雌
阿
兜
.
L
F
雄
阿
&
.
<
'

正
両
に
幼
壮
な
斜
や
i
t
.
.
左
追
-
に
は
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
が
D
h
J
め
ら
れ
､
す
ぼ
ら
し
い
の
山
.
I
;
に
つ
N
u

ろ

　

c
m
上
で
の
｢
お
に
ぎ
り
｣
の
味
は
柵
別
で
あ
っ

㌦
那
二
間
所
ま
で
の
方
々
も
､
時
関
が
f
;
せ
ば

休
み
な
が
ら
も
.
川
上
を
頼
め
る
こ
と
が
で
き
L
J
と

口
々
に
城
念
が
る
o

f
;
1
1
関
所
ま
で
嘩
一
議
に
な
る
封
の
子
が
親
の

下
を
川
り
す
に
託
っ
て
.
1
る
｡
E
j
満
の
お
子
さ
ん

で
r
不
日
-
j
ゆ
う
す
け
ぎ
だ
｡
打
抜
､
思
い
っ
き

り
外
で
超
び
休
を
野
r
J
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
O
下

山
L
L
J
時
の
去
･
=
も
掘
れ
L
J
凪
も
な
-
二
三
コ

し
て
い
L
J
J

全
日
下
山
経
は
､
滞
竿
温
泉
で
汗
を
流
し
､
少

な
い
帖
州
で
は
あ
っ
L
J
が
感
想
を
糊
い
L
J
｡
始
め

て
溌
山
の
紫
し
さ
を
知
っ
L
J
｡
ほ
ど
良
い
汗
を
か

い
L
J
｡
し
ん
ど
か
っ
L
J
｡
m
上
て
比
L
J
あ
の
す
ぼ

ら
し
さ
も
う
1
度
光
り
た
い
｡
ま
L
J
別
な
山
に
登

っ
て
み
た
い
｡
も
っ
と
=
L
-
か
ら
そ
れ
な
り
に
体

を
G
･
え
て
お
r
J
た
か
つ
L
J
｡
託
山
の
地
形
､
間
8
.
.

の
関
係
を
詑
山
肌
に
推
し
-
知
っ
て
お
H
,
i
,
か
っ

L
J
-
等
々
､
沢
山
の
恐
比
を
m
い
た
｡

山
.
･
折
合
の
方
か
ら
は
､
ル
砕
新
の
お
手
伝
い
を

す
る
の
は
始
め
て
で
､
良
い
勉
強
に
な
っ
L
,
｡
一

人
で
J
多
-
の
方
に
登
山
の
･
7
:
ぴ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
｡
相
叫
と
P
J
て
は
､
骨
相
か
ら
尽
･
椎
を

S
･
見
る
連
動
を
し
て
ほ
し
い
｡
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
詑

･
1
な
い
o
荷
物
は
萩
小
限
度
に
､
允
部
は
下
山
し

て
か
ら
食
べ
て
J
良
い
か
ら
少
な
め
に
､
:
<
=
手
に

は
荷
物
を
持
L
J
な
い
｡
-
博
で
あ
っ
た
｡

汁
l
{
=
か
ら
次
行
ま
で
の
期
間
が
知
か
-
､
詳
し

い
脱
明
と
そ
れ
な
り
の
心
が
き
ん
､
畔
伸
を
与
え

る
心
が
で
き
な
か
っ
た
プ
I
i
j
つ
い
て
反
省
し
て
い

る
C
来
年
T
=
6
]
す
る
時
は
､
早
目
に
Ⅶ
知
徹
底
し

姦
共
々
大
勢
の
方
々
が
奉
加
で
き
る
兜
し
い
J

の
と
し
た
い
o

m
上
成
功
に
対
し
御
協
力
戦
い
た
北
柏
迫
東
部

地
区
勤
労
新
山
.
妨
連
盟
(
佐
々
木
巧
雄
械
外
六
名

の
空
､
ハ
ス
の
配
膳
を
戦
い
た
釧
路
市
(
身
畔

七
ン
タ
⊥
､
林
田
ク
リ
ニ
ア
ク
の
茄
娼
婦
(
荒

川
さ
ん
･
淋
悦
さ
ん
)
さ
ん
に
対
し
､
奉
加
者
l

叫
探
-
御
礼
申
し
上
げ
ろ
次
邪
で
す
｡

丑
山
の
体
験
及
び
炎
し
さ
が
少
し
で
も
透
析
生

泊
の
健
康
背
理
に
役
立
つ
心
を
破
っ
て
い
る
a
そ

れ
で
は
次
阿
を
紫
し
み
に
､
ヤ
ッ
ホ
-
-
0

/
=
･
_
.
ト
r
小



札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

石
狩
鍋
に
舌
つ
つ
み

ま
た
行
き
た
い
親
睦
炊
事
遠
足

去
る
十
月
二
日
盲
曜
日
)
札
幌
骨
友
全
で
は
､

秋
を
渦
唆
し
食
欲
を
浦
た
そ
う
と
'
都
心
か
ら
約

1
時
間
の
定
山
渓
に
あ
る
十
五
島
公
園
へ
炊
事
遠

足
に
出
か
け
L
J
｡

普
段
郊
外
へ
出
る
解
の
少
な
い
患
者
さ
ん
連
を

含
め
､
六
十
数
名
が
北
成
病
院
の
好
意
に
よ
る
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
先
鎖
に
各
幹
事
の
単
に
便
乗
し
､

集
合
場
所
の
札
幌
駅
北
口
を
午
前
九
時
1
1
+
分
に

出
発
小
1
時
間
後
､
十
五
島
に
到
慾
し
た
一
行

晴
れ
わ
た
っ
た
秋
空
の
も
と
､
市
内
の
小
学
校
の

速
足
'
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ
う
河
原
で
す
ぐ
炊
事

の
た
め
の
場
所
を
確
保
し
､
炭
火
を
撃
)
J
に
か

か
り
ま
し
た
｡
豚
汁
と
石
狩
鍋
の
た
め
に
大
き
な

鯛
で
袖
を
沸
す
の
で
す
が
'
こ
れ
が
大
変
､
な
か

な
か
沸
い
て
-
れ
ま
せ
ん
.
や
っ
と
の
思
い
で
沸

し
た
鍋
の
中
へ
そ
れ
ぞ
れ
材
料
を
入
れ
煎
上
げ
'

味
噌
で
仕
上
げ
で
す
｡
鍋
物
が
出
来
上
が
る
と
'

次
に
ド
ラ
ム
カ
ン
を
利
用
し
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
コ

ン
ロ
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
を
挽
き
始
め
'
い
よ
い
よ

待
望
の
食
事
の
開
始
で
す
｡
さ
す
が
に
大
葬
と
感

じ
た
の
は
そ
の
時
で
す
｡
.
1
時
間
余
り
も
か
か
っ

て
出
来
上
っ
た
も
の
が
二
十
分
も
す
る
と
ほ
と
ん

ど
ベ
ロ
リ
と
い
う
状
況
く
そ
の
食
欲
の
葎
さ
に

は
ア
熊
と
し
ま
し
た
｡
や
は
り
皆
ん
な
で
､
そ
し

て
恋
ん
だ
青
空
の
下
で
食
べ
る
も
の
は
､
す
こ
し

ぐ
ら
い
イ
モ
が
準
え
て
い
な
-
た
っ
て
お
い
し
い

の
.
L
･
〝
‥
帰
り
際
､
来
年
も
又
来
よ
う
･
･
U
あ
ち
こ
ち

で
き
か
れ
ま
L
L
J
.
好
天
に
恵
ま
れ
本
当
に
難
し

く
'
お
か
し
い
1
日
で
L
L
J
｡

室
蘭
ブ
ロ
ッ
ク

第
3
回
医
療
講
演
会
開
催

会
員
･
家
族
な
ど
6
0
名
が
参
加

去
る
六
月
九
日
(
木
)
牛
後
六
時
､
室
蘭
医
師

A
轟
に
於
い
て
S
l
l
l
回
医
帝
淋
満
会
を
開
催
軟
し

ま
し
ト
'
.

当
日
は
紙
師
に
､
札
幌
北
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

今
先
生
を
お
迎
え
し
､
日
本
ト
ラ
ベ
ノ
ー
ル
杜
､

逝
何
協
革
帯
村
長
の
阿
部
氏
に
ご
協
力
し
て
い
た

だ
き
'
会
見
･
賓
族
･
柄
院
関
係
者
な
ど
約
六
十

名
の
奉
加
に
よ
り
始
め
ら
れ
ま
L
L
J
｡

ま
す
､
今
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
､
C
A

●

p
D
の
シ
ス
テ
ム
･
磁
束
除
去
率
･
除
去
率
･
長

所
･
他
所
な
ど
の
鋭
明
が
あ
り
､
挽
い
て
､
日
本

ト
ラ
ペ
ノ
ー
ル
社
か
ら
操
作
法
と
注
意
点
を
い
-

つ
か
上
げ
ら
れ
､
今
先
生
か
ら
そ
の
補
助
鋭
明
が

あ
り
ま
し
た
｡

さ
ら
に
'
袈
両
地
方
で
は
C
A
P
D
頼
法
革
汀

的
l
号
の
室
蘭
地
方
常
夜
会
前
会
長
の
槻
口
氏
を

琴
.
)
て
'
奉
加
者
の
質
問
に
琴
九
て
い
た
L
J
-
な

ど
､
盛
会
租
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
｡

●

≡:..hr:.;:1;::.'-ll I. 'MJ

私
達
の
全
が
こ
こ
ま
で
成
長
し
た
の
も
急
に
な

っ
た
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
｡
以
前
の
こ
と
に
つ

い
て
ち
上
つ
と
述
べ
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
｡

室
蘭
地
方
に
於
け
る
逮
析
弟
l
廿
は
､
昭
和
四

七
年
1
0
月
'
新
日
鉄
病
院
外
科
で
開
始
さ
れ
､

四
年
後
の
至
年
二
万
l
二
日
'
敷
革
1
四
名

に
て
全
月
1
敦
で
会
が
桔
成
さ
れ
'
金
月
は
ひ
と

つ
の
心
に
手
と
ま
I
.
収
容
地
力
の
拡
充
及
び
新
設

夜
間
透
析
の
拡
充
等
を
か
か
げ
自
己
背
理
が
た
い

へ
ん
L
J
つ
L
J
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
関
係
者
の
多
-

の
技
助
を
得
て
発
展
さ
せ
て
釆
L
J
こ
と
を
'
当
時

の
資
料
に
て
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
｡

私
達
は
こ
こ
か
ら
多
-
を
学
び
､
引
き
続
き
発

展
さ
せ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡
範
冊
で

も
透
析
開
始
当
時
､
1
日
の
水
分
里
が
'
薬
を
飲

む
水
を
含
め
l
二
O
c
c
だ
っ
た
そ
う
で
す
C
食

事
が
喉
を
通
ら
な
い
時
で
も
､
ス
タ
ッ
フ
が
貴

の
身
体
の
晋
や
九
､
何
ん
と
か
し
よ
う
と
注
意

し
食
べ
れ
な
く
で
息
者
が
は
き
出
し
た
こ
と
も
あ

る
と
附
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
o

現
在
は
､
当
時
と
比
べ
J
の
に
な
ら
な
い
群
､

全
て
に
於
い
て
過
少
を
迷
け
'
岡
の
制
度
も
そ
の

通
り
で
す
o



で
･
J
依
然
と
し
て
¶
不
全
瓜
紫
は
少
-
な
っ
て

い
ま
せ
ん
.
そ
れ
よ
り
も
年
に
1
万
人
近
-
も
和

え
拭
け
て
い
ま
す
0
円
友
全
で
は
こ
の
こ
と
を
伯

叔
の
前
面
に
押
し
出
し
､
色
々
の
拍
動
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
｡
行
動
を
起
さ
な
け
れ
ば
､
会
の
存

続
J
.
発
展
も
あ
り
柑
な
い
と
怒
っ
て
お
り
ま
t
D

I
+
期
先
比
､
原
因
究
明
､
根
本
的
ム
山
療
法
の
確
立

を
=
i
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
､
瓜
新
字
)
れ
以
上
対

さ
な
い
こ
と
､
日
時
に
'
城
す
こ
と
も
巧
え
な
い

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
｡
現
在
で
は
根
本
的
ム
山
林

法
と
し
て
'
町
格
柵
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
､
死
後

の
町
税
供
託
錨
を
比
で
も
､
欧
米
に
比
べ
る
と
は

と
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
｡
無
か
ら
何
も
生
ま
れ
ま

せ
ん
oだ

か
ら
尖
珊
地
方
で
は
役
1
1
で
分
担
し
て
､
全

て
の
透
析
嫡
院
の
駁
新
へ
､
ロ
込
み
で
少
し
つ
つ

満
し
て
お
り
'
又
'
弔
務
3
ニ
ュ
ー
ス
等
で
知
ら

せ
て
お
り
ま
す
｡
私
通
は
一
〇
〇
%
理
解
さ
れ
て

い
る
と
は
思
っ
て
お
り
ま
せ
ん
｡
活
動
し
な
が
ら

ひ
と
つ
ひ
-
J
つ
解
決
し
て
い
-
し
か
あ
り
ま
せ
ん

叔
近
活
動
も
拡
範
朗
に
な
り
､
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
で
は
主
に
､
柄
院
神
位
で
定
山
嘩
　
二
七
コ

l
泊
'
相
羽
シ
ョ
イ
ラ
ン
ド
､
洞
爺
村
で
は
悠
話

の
親
轍
で
､
米
桝
鳳
を
営
ん
で
い
て
､
号
-
で
の

サ
ク
ラ
ン
ボ
狩
り
､
親
叛
の
方
に
サ
リ
カ
ニ
を
と

っ
て
も
ら
い
､
子
供
ほ
は
大
t
3
:
ひ
で
L
L
J
｡
打
空

の
下
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
り
､
ス
ト

レ
ス
解
i
L
I
J
役
立
ち
､
今
後
も
続
け
て
行
き
L
J

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
o

●
市
疾
風
絶
入
苅
衝
の
両
か
ら
l
部
'
¶
拙
仰
望

紬
全
向
街
蛾
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
対
し
て
､
関
係
官

庁
'
ロ
ー
ク
リ
､
ラ
イ
オ
ン
で
(
.
医
師
会
､
報
輯

関
係
等
に
協
力
の
お
願
い
を
役
1
.
及
び
､
公
1
1

の
協
力
に
よ
り
分
紳
し
て
取
り
組
ん
で
米
よ
し
L
P

幣
大
全
よ
り
U
S
i
=
の
保
険
嫡
用
､
枚
妹
に
よ
る

中
期
発
見
等
の
揃
断
乎
が
､
五
七
年
1
二
月
の
･
:
焚

柵
市
議
会
に
て
採
択
さ
れ
､
u
s
i
=
に
関
し
て
は

金
地
市
出
会
で
話
し
人
品
れ
､
部
会
に
付
さ
れ
'

藩
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
o
検
収
体

制
に
つ
い
て
は
･
]
S
f
r
党
別
'
両
市
に
て
姐
汝
中

の
保
健
セ
ン
タ
ー
が
､
五
九
年
二
月
よ
り
市
民
が

い
つ
で
J
朕
検
炎
が
､
曳
け
ら
れ
る
運
び
と
な

っ
て
お
り
ま
す
.
開
所
に
向
け
､
七
ン
タ
-
の
運

竹
に
つ
い
て
E
j
朝
会
の
慈
姑
を
聞
き
た
い
と
の
こ

と
で
'
範
珊
市
比
抽
祉
部
q
和
鳩
術
生
部
位
と

町
友
全
会
如
と
で
満
し
合
わ
れ
､
除
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
､
‖
桝
過
し
て
お
り
ま
す
｡

又
へ
登
別
中
央
ラ
イ
オ
ン
ス
で
は
文
費
に
て
'
仝

何
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
･
ク
ラ
ブ
の
機
関
紙
に
鰍
筋
を

呼
び
か
け
て
下
さ
り
､
私
議
仏
者
に
と
っ
て
ど
れ

だ
け
功
久
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
､
は
か
り
知
れ
ま

せ
ん
｡
と
同
時
に
関
係
柄
院
の
協
力
し
て
い
L
J
だ

い
て
い
る
こ
と
も
'
忘
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
へ

秋
野
ポ
ス
タ
ー
も
白
老
か
ら
山
万
部
ま
で
'
市
町

村
の
主
L
J
つ
L
J
所
の
程
ん
と
に
貼
る
こ
と
が
出
発

ま
し
た
｡
こ
れ
か
ら
l
ブ
ロ
ッ
ク
の
怖
ん
な
と
巾

伝
-
手
を
取
り
あ
っ
て
娼
勅
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡
こ
ち
ら
へ
お
い
で
の
節

●

は
､
洞
爺
湖
｡
造
､
登
別
｡
貰
'
又
､
地
球
岬
な

と
夜
政
も
含
め
良
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
｡
こ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
で
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
-
-

(
N
･
S
妃
)

∵㍉∴
仲
間
を
防
ね
て

新
道
展
で
遺
新
井
受
十

四
年
目
で
努
力
実
る
｡

★
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

E
I
中
ま
ゆ
み
(
三
十
五
#
)
独
身

札
幌
市
白
石
区
本
郷
通
三
丁
目

透
析
艦
　
十
ケ
月
(
昭
和
5
7
年
1
2
月
か
ら
)

所
属
　
札
幌
冊
友
仝
(
東
札
唾
二
附
全
納
院
)

池
内
の
三
大
公
井
展
の
t
つ
で
あ
る
斯
道
艇
で
､

仲
脚
の
一
人
で
あ
る
ま
ゆ
み
さ
ん
が
始
め
て
佳
作

普
(
北
柏
迫
新
聞
社
*
)
を
受
賞
し
た
'
三
年
前

に
初
出
点
し
L
J
時
か
ら
連
続
入
潤
し
て
お
り
､
今

年
の
琴
l
十
八
回
で
比
解
､
他
の
四
人
と
共
に
佳

作
に
入
り
'
ま
ゆ
み
さ
ん
に
北
海
退
所
洲
社
賞
が

叩
ら
れ
た
o

油
絵
を
始
め
た
の
が
､
稚
ム
…
性
肝
硬
変
で
出
た

き
り
の
生
泊
を
し
て
い
た
四
年
前
､
毒
;
医
の
勤

医
協
中
央
柄
院
田
辺
先
生
に
執
れ
ら
れ
た
の
が
き

っ
か
け
で
'
以
来
絵
を
勉
強
を
さ
れ
､
昨
年
の
十

二
月
か
ら
は
､
幣
不
全
で
透
析
を
斗
入
'
週
二
回

五
時
間
で
あ
る
｡
大
変
明
る
い
性
格
で
'
仲
間
と

争
え
る
透
析
日
が
待
ち
ど
う
し
い
-
ら
い
で
､
退

析
中
は
､
恩
令
と
誠
芙
し
た
り
､
茄
議
さ
ん
'

テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
と
冗
淡
と
い
っ
て
､
〟
静
か
に
〟
な

注
意
さ
れ
る
ひ
ょ
う
き
ん
族
'
目
下
､
独
身
で
恋

人
帯
雄
中
と
の
恥
｡

さ
ら
に
勉
強
さ
れ
て
､
仝
何
奴
を
め
ざ
し
て
'

頑
張
っ
て
下
さ
い
｡
み
ん
な
応
接
し
て
ま
す
よ
｡

ま
ゆ
み
さ
ん
の
胎

本
当
に
･
Z
E
し
い
､
斯
氾
腺
の
自
由
な
L
<
風
が
好

き
で
､
こ
こ
に
出
品
し
､
批
評
し
て
も
ら
っ
て
耶

て
ら
れ
た
よ
う
な
も
の
で
す
｡
今
回
は
会
友
に
推

挙
さ
れ
､
和
楽
は
全
山
に
な
る
こ
と
を
目
標
に
こ

れ
か
ら
･
･
D
毎
年
､
出
止
し
て
い
き
た
い
｡
絵
を
描

い
て
い
る
と
そ
れ
ー
二
熱
中
.
J
ち
ゃ
う
ん
で
碓
な
,
,

と
も
忘
れ
て
明
る
-
過
こ
せ
る
よ
う
で
す
｡
和
束

は
個
展
を
開
-
の
が
酢
で
す
｡
介
仰
な
ん
か
で
や

っ
て
み
L
J
い
で
す
ね
｡
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地
方
腎
移
植
セ
ン
タ
ー

来
年
､
市
立
札
幌
病
院
に
開
設

請
願
活
動
の
成
果
実
る
｡

我
々
腎
不
全
愈
者
の
切
実
な
願
い
で
あ
っ
L
J
〟
北

海
並
に
骨
格
栴
七
ン
ク
ー
を
〟
の
希
望
が
来
年
度

は
か
な
う
見
通
し
と
な
っ
L
P

こ
れ
は
､
十
月
三
日
の
札
幌
満
謙
金
S
l
l
部
決

井
特
別
委
出
会
で
､
山
田
伯
市
p
K
謙
以
古
代
党
､

東
区
選
出
)
の
貿
糊
に
､
i
E
立
札
幌
病
院
斯
枝
光

生
院
長
が
芥
弁
L
L
J
･
J
,
の
で
あ
る
｡
そ
れ
に
よ
る

と
'
｢
腎
移
椎
七
ン
タ
-
は
厚
生
省
が
五
十
二
年

度
か
ら
全
国
主
要
都
市
で
設
立
を
進
め
て
お
り
'

各
セ
ン
タ
ー
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
結
び
､
格
根
を
必

車
と
す
る
稚
性
腎
不
全
恩
薪
と
軒
耗
提
供
者
の
情

報
を
交
換
'
過
食
者
を
選
び
､
移
綿
を
来
=
T
-
過

め
る
シ
ス
テ
ム
｡
す
で
に
全
回
で
は
六
ブ
ロ
ッ
ク

で
八
カ
所
が
設
立
さ
れ
'
本
喝
フ
ロ
ッ
ク
は
米
年

度
中
の
指
定
が
確
実
と
な
っ
て
お
り
'
札
幌
i
E
に

対
し
､
氾
衛
生
部
か
ら
市
立
札
幌
病
院
に
町
格
納

七
ン
ク
ー
の
閑
股
要
誠
が
あ
り
､
市
と
し
て
も
､

地
域
医
蝶
充
実
の
た
め
､
来
年
度
の
開
設
を
検
討

し
て
い
る
｣
と
一
J
明
し
L
J
｡

我
々
吸
朝
会
に
お
い
て
J
'
F
l
年
は
じ
め
て
､

迫
議
会
に
=
L
期
開
設
を
f
崩
し
､
採
択
さ
れ
て
お

又
､
去
る
六
月
七
日
に
'
迫
冊
協
岩
崎
会
長
'

鈴
木
副
食
嘩
阿
部
解
凍
局
長
'
中
村
運
営
委
月

が
､
迫
衛
生
部
に
お
J
む
き
'
伊
東
技
監
(
現
衛

生
部
里
と
会
見
し
､
状
況
説
明
を
受
け
る
と
共

に
'
設
置
促
進
を
賓
爪
し
'
当
然
設
置
が
予
想
さ

れ
る
札
幌
市
に
お
も
む
き
､
市
議
会
厚
生
委
月
会

理
事
の
見
姓
噸
章
雄
山
と
聖
1
u
.
議
会
で
の
取

り
扱
い
を
協
議
し
'
さ
ら
に
'
理
事
省
側
の
右
近

術
生
局
長
､
同
局
池
田
保
健
部
長
に
対
し
､
早
期

実
現
方
を
巽
諭
し
た
｡

さ
ら
に
､
舶
接
､
過
征
を
検
討
さ
れ
て
い
る
冊

立
札
幌
病
院
を
訪
れ
'
粘
液
院
長
を
面
会
し
､
実

際
の
設
置
の
開
成
点
や
'
可
能
性
に
つ
い
て
'
協

議
'
院
長
よ
り
､
前
向
き
の
姿
勢
で
検
討
し
て
い

る
と
の
百
を
敷
き
､
我
々
J
心
弛
-
L
L
J
o

り
'
迫
と
し
て
も
何
等
か
の
肋
さ
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
す
'
七
月
十
三
日
の
氾
議
会
本
会
議
に
於
で

伊
達
想
一
迫
議
(
追
放
ク
ラ
ブ
､
戸
別
市
退
出
)

が
､
設
芯
の
問
題
を
た
だ
,
L
L
J
の
に
対
し
､
知
事

か
ら
｢
迫
･
J
L
で
は
昭
和
五
十
九
年
度
を
め
ど
に

道
内
で
は
初
の
移
柚
七
ン
タ
ー
を
札
幌
市
に
設
け

る
よ
う
関
係
機
関
と
協
議
し
て
い
る
｣
と
す
で
に

妓
体
化
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
L
L
J
Q

●

九
月
十
九
日
'
阿
部
事
務
局
鎚
､
中
村
連
館
泰

山
が
日
比
党
札
幌
連
合
を
訪
す
れ
､
中
平
軒
務
何

位
に
､
今
迄
の
経
過
を
段
明
し
'
時
期
的
に
J
現

在
か
L
J
よ
っ
た
段
階
で
あ
る
の
で
､
市
議
会
の
公

式
の
秘
で
､
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
敷
き
た
い
と

畢
肺
し
､
C
比
党
鵜
仝
政
事
要
･
3
黍
山
並
制
川
利

利
雄
流
山
(
%
央
区
選
出
)
と
協
議
し
'
十
月
三

日
の
山
田
洩
月
の
質
問
に
準
え
る
形
で
明
ら
か
に

な
っ
L
J
も
の
で
あ
る
0

今
後
､
脚
･
迫
･
桁
の
三
者
の
沌
棟
が
必
寮
で

あ
り
､
凶
と
し
て
も
､
今
年
度
は
畔
価
が
整
っ
て

い
な
い
解
で
､
明
年
度
沈
設
の
計
画
で
あ
り
'
迫

と
し
て
も
､
七
月
二
十
六
日
決
定
し
た
五
十
九
年

度
迫
胴
充
子
井
亜
点
要
望
解
項
の
中
で
'
ケ
地
方

野
移
植
七
ン
ク
ー
の
範
傭
他
地
〟
を
充
来
し
L
J
生

活
の
環
境
づ
-
り
の
碗
目
で
取
り
上
げ
て
お
り
､

札
幌
市
と
し
て
J
t
;
+
(
体
的
に
納
院
を
桁
宜
し
で

畔
価
に
入
っ
て
い
る
年
か
ら
'
来
年
度
は
開
設
さ

れ
る
も
の
と
期
綿
さ
れ
る
O

ま
た
'
氷
年
五
月
に
'
腎
移
机
を
す
す
め
る
全

も
法
人
化
を
目
指
し
､
現
在
'
姑
金
井
灘
を
行
い
､

満
々
と
称
偶
が
な
さ
れ
て
お
り
､
立
ち
巡
れ
て
い

た
本
迫
の
冊
枯
榊
体
制
も
蒜
丁
に
食
材
レ
ベ
ル
に

到
退
す
る
堺
が
で
き
る
｡

透
析
僧
前
の
帖
的
療
法
は
､
経
机
し
か
な
い
わ

け
で
､
本
池
の
適
析
魁
満
が
一
人
で
J
多
く
､
格

納
ー
こ
よ
っ
て
…
椴
の
人
と
M
じ
社
会
生
絹
が
営
ま

れ
る
よ
う
射
っ
て
や
ま
な
い
o
　
(
N
･
N
滋
ニ



ご存知でしたか?-ワン･ポイント知識-

運動不足病について
食近､スポーツクラブ､水泳教室､ジャズダ

ンス､体操クラブ､健康サロンといった､健康

和進を謳い文句にLTJ健康産菜の広告がよく日

にとまる.現代社会が高度な文明･機械化によ

って､仕事場においでも家庭においでも､身体

を活動させることが昔にく　らべ著しく少なくな

り､多くの人々が運動不足を自覚し､その対策

を様々と考えている現われであろう｡

適度の運動の必要性は古くからよく知られ11
711失であるが､その反面､不必要な安静･運動

不足のタ声吉l:ついてはあまりロにされていない

のが現状のJ:う　であるo　安静の弊IultT-について

1972年のリップマンの興味ある報告があるo健

康な若者をベッド上で72時間安静にさせている

と､明らかな酎糖能の低下が認められる｡しか

し､ベッド上で概になっていても手足の運動を

行っていると､耐糖能の低下は現われないので

ある｡つまり､過度の安静は代謝異常を引き起

し､この.状態が続けば柄/A-と進展するのであ

る｡

現代の平均的サラリーマンが日常いかに運動

史が少ないかは､その1日の歩行数からも明ら

かである,平均1日6,000歩たらすであり､走

行距椎にして4km程度であるo　連動gr_の少ない

人では1日3,000-4,000歩という人もかなりの

数いるようである｡

弟量折企画庁レクリェーション研究会の報告か

らも､ 1日の平均必要運動抗は消費カロリーに

して200カロ1)-に相当する運動とされている｡

これは1分間70-80mの速さで60-70分歩いた

場合の運動史t:相当するものである｡この運動

畳を毎日行うことは､現代社会ではかなりの努

力が必宴であるo　現代の生活環境下では､柿極

的(=運動を行う姿勢がなければ､運動不足状態
(こ陥っていると考えなければならないのである.

現代生I舌において､健康を阻害する因子とし

て､運動不足はその重要性を和して来ている.

長期向に亙って運動不足状態が続くことによっ

てもたらされる疾息群を　や運動不足柄"と稔.拝

するのであり､現在はっきりした定義はないの

であるo　運動不足柄には糖尿柄･肥満症･狭心

症･心筋棟:在.動脆硬化症･柘血圧症･自律神

経節'LY-.腰痛症等が含まれるC

糖尿病の発症にはカロリ-の摂り過ぎもその

主因であるが.一方､運動不足もその大きな要

因となっている｡太平洋のポリネシアにある小

L')における疫学調査で､節二次世界大戦緩まも

ない頃のそのf,Tjでの糖尿柄確柄卒は2-3%で

あったものが､海外資本の流入によって､原始

的な生活から急l故に近代化し.あまり労働しな

くても盟かな生活が出来るよう(:なり､磯後30

年たった頃には､桁媒柄の罷柄準は何と住民の

20%以上にも相加してしまっlJのであるo　また

位近､小学生の成人7FJ'j糖尿病が増加しており､

免訴の摂取過多とといこ､運動不足がそのJyE因

と芸三豊‡三㌫孟表｡ついては､イギリスのモ●

-リスの調査成紙があるo　ロンドンの桁でよく

見かける2階碓バスの運転手と串紫とでは､狭

心症･心筋梗塞の先生頻度に明L,かな差が見ら

れるo　逆転手は中平よりも明らかにその発生頻

度が拭いのである｡これは車紫がf=えで車内を

妙き担ったり､ t祈段を>1･り練りすることが多く

1日中ほとんど唾っていることが多い運転手に

くらべ､運動立が多いためと結論づけているo

また心筋梗塞･脳梗避(=ついても､身体活動

と年朋取柄率との関係について､フラミング-

ムの24年間に亙る大塊校な調我があるo　こTt.(:

よると､活動的な生活をしている人々は非活動

的な人々にく　らべ､心筋梗塞･脳梗塞ともに､

その年間衛柄率は明らかに低いのである｡

動脈硬化症に関しても､中･砧年者でよく運

動を行っている人では､ HDL-コレステロー

ルが､そうでない人(=く　らべ拓く､動脈硬化も

軽L:'三詫言二三,ob腰縦とは､ X紺こて什●

筋肉(:舛常がみられないもので､痛みの原関と

Lて､ i'ト凱勾の器質的な変化によるのでなく､

腰部の筋力低下や筋緊張によって生じると考え

られている｡

現代社会において､適度の運動を毎日行うこ

とは､運動不足柄という様々の疾患の予防､防

止につながり､さらには体力のrt.J上をもたらす

のである.そのはか運動の間接的効果として､

運動を行った場合､心身の朔快感､充尖f盛が柑
i-'れ､これは現代社会でのストレス解消となり､

運動は一種のfrL神の納涼剤とも占えるのであるo

若年者にとって､連動はむしろ体力作り,運動

能力の向上を目指すことが多いが､叶.･市年令

にとっては､心身の健康を保持するため(:､准

本的に必要なことであるといえる｡
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が
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反
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輪

全
道
的
な
晴
天
に
恵
ま
れ
L
J
九
月
十
八
日
､
昨

年
'
1
昨
年
に
つ
づ
い
て
'
今
年
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全
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ロ
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十
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な
ど
の
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ャ
ン
ペ
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ン
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用
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も
整
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昨
年
よ
り
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三
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に
増
や
し
た
チ
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な
ど
二
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枚
を
退
行
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民
に
手
沈
L
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f
全
国
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は
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H
K
が
全
国
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送
で
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ュ
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イ
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央
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池
内
版
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ロ
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カ
ル
版
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さ
ら
に
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ど
E
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五
段
ぬ

き
､
写
正
入
り
で
当
日
の
梯
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と
報
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又
'
事

前
に
J
呼
び
か
け
の
記
事
を
掲
載
し
て
､
協
力
を

柑
L
J
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紬
奇
数
も
､
｢
迫
E
=
移
柿
を
す
す
め
る
会
｣

に
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
数
は
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十
七

名
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っ
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あ
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め
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全
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今
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度
一
万
人
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目
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に
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ン
ペ
ー
ン
の
時
L
J
け
で
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く
'
日
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呼
び

か
け
が
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ろ
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C
仝
迫
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奉
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さ
れ
た
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ご
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さ
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か
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の
寄
せ
ら
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L
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ペ
ー
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前
に
キ
ヤ
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る
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記
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て
-
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に
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ン
ペ
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ン
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了
後
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朝
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の
地
方
版
'

民
報
が
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れ
写
其
入
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報
沸
し
て
-
れ
ま

L
L
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a
そ
の
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果
今
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二
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二
E
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#
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六
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の
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よ
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も
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が
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と
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｡
ま
L
J
ボ
ス
タ
I

l
医
師
会
に
和
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管
内
全
柄
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掲
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さ
れ
る
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と
な
り
ま
し
た
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さ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
日
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前
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で
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ぐ
ず

つ
い
た
天
気
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は
う
つ
て
変
り
快
晴
の
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晴
れ
で

暖
か
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過
去
悪
の
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よ
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な
り
参
加
者
も
風

邪
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引
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な
ど
の
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配
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行
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来
よ
し
L
P

奉
加
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家
族
1
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を
含
め
十
九
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で
人
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に
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い
て
も
過
去
苦
で
L
L
J
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三
年
迎
紙
奉
加
し
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-
れ
L
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方
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も
あ
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ま
す
が
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年
初
め
て
奉
加
さ

れ
た
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十
名
近
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､
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L
J
な
奉
加
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え
L
J
事
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す
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キ
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ペ
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瀦
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苫
小
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で
事
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当
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よ
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通
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パ
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L
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ま
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梢
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.
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が
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柁
桝
の
登
紬
を
｣

と
大
f
:
L
L
J
ゼ
ノ
ケ
ン
を
肋
に
､
迷
軌
の
趣
持
､

禦
工
餌
の
取
榔
保
険
制
度
の
攻
や
反
対
の
チ
ラ
シ

を
過
行
人
に
耽
っ
て
協
力
を
吋
び
か
け
た
U

今
年
は
.
･
:
ナ
作
文
市
議
会
過
日
と
炎
さ
ん
･
J
全

日
に
=
と
共
に
術
州
に
立
っ
て
協
力
を
フ
つ
た
え
て

破
き
､
全
日
に
は
心
強
い
応
化
を
柑
L
J
3

石
似
全
山
の
油
し
て
は
､
｢
若
い
人
は
と
ち
ら

か
と
い
え
ば
無
関
心
e
し
か
し
多
く
の
人
が
理
解

釧
路
ブ
ロ
ッ
ク

｢
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
i
ら
お
う
｣
を
合

い
J
鼓
に
九
月
1
八
日
州
E
:
肢
批
供
誰
糾
仝
肘
枕

1
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
災
殉
私
退
､
釧
路
地
方
i
=

太
会
も
こ
の
統
t
行
動
に
輔
梅
的
に
ち
加
す
る
水

心
内
外
の
各
柄
院
(
遁
析
関
係
)
に
叫
び
か
け
.
-

前
p
R
を
根
糾
し
放
し
ま
し
た
り

当
日
は
､
｢
=
渋
叫
以
釧
指
i
=
｣
(
訓
柁
駅
聖
を

触
り
､
的
に
チ
ラ
シ
相
和
の
ク
ー
ケ
ッ
ト
に
し
は
り

｢
正
中
人
口
コ
ン
コ
ー
ス
｣
 
'
｢
瀧
口
G
~
小
プ
ー
ル
｣

｢
州
･
2
;
入
口
′
削
｣
の
三
ヶ
所
に
で
､
町
拙
供
韮
紬

p
R
の
行
動
を
閲
始
し
ま
し
㌔

加
納
に
｢
氾
閃
協
作
成
の
瓜
色
リ
ー
フ
｣
と

｢
全
町
協
作
成
の
松
企
よ
ね
チ
リ
-
フ
｣
を
抱
き

合
わ
せ
に
し
'
先
細
用
カ
ー
ド
は
､
林
部
満
(
協

力
同
n
j
)
に
二
糖
す
S
と
し
ま
L
L
J
｡
抱
き
食
わ
せ

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
無
作
わ
に
､
E
:
物
布
地
行

人
､
耳
待
ち
の
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
に
推
し
は

じ
め
る
と
す
ぐ
'
反
応
が
あ
ら
.
C
れ
ま
し
た
U

類
族
辿
れ
の
R
物
客
が
｢
こ
れ
J
J
う
す
れ
ば
い

い
の
り
｣
と
の
朋
明
神
当
校
;
が
す
か
さ
ず
'

｢
こ
れ
は
こ
の
詑
如
カ
ー
ド
に
･
｣
と
脱
明
､

い
よ
い
よ
作
職
開
始
で
す
｡

｢
腎
松
伏
呼
び
か
け
｣
の
カ
七
ソ
ト
テ
ー
プ
､

(
前
日
夜
に
か
け
て
女
作
役
目
が
汗
だ
-
で
-
ら

返
し
吹
j
r
J
込
ん
L
J
シ
ロ
モ
ノ
で
す
)
由
機
応
変
に

呼
び
か
け
で
N
J
ろ
様
に
-
J
新
し
-
購
入
し
L
J
(
モ

ノ
干
し
i
･
を
1
=
佃
に
配
し
L
J
立
派
な
ら
の
)
等
の

壮
大
で
､
ア
ツ
と
■
J
ラ
問
に
P
R
作
職
を
終
了
し

て
し
ま
い
よ
し
L
)
｡

以
上
'
朔
日
祈
数
三
〇
名
､
行
動
咋
m
l
時
H

半
､
(
正
午
終
ヱ
こ
れ
か
ら
の
反
応
が
桔
L
J
れ

る

所

で

す

｡

　

　

　

　

(

㈹

外

　

秘

一

記

)

札
幌
ブ
ロ
ッ
ク

今
年
の
野
溌
紬
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
'
九
月
十
八

日
､
午
前
十
時
半
か
ら
'
午
後
一
時
迄
の
日
差
し

が
ま
L
,
強
い
日
唯
日
に
行
わ
れ
ま
L
L
J
｡
札
幌
i
=



友
金
か
ら
全
山
約
四
〇
名
が
奉
加
L
t
昨
年
と
ー

じ
大
通
り
公
鳳
の
三
･
四
丁
目
で
氾
行
-
心
E
i
i
7
に
､

ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
'
七
､
五
〇
〇
枚
の
チ
ラ
シ
､

ハ
ン
ド
マ
イ
ク
'
そ
し
て
大
判
広
報
車
か
ら
､
g
:

登
仙
と
耕
冬
井
倉
の
御
協
力
を
呼
び
か
け
よ
し

LJ'.
学
生
さ
ん
か
ら
､
ア
ベ
ッ
ク
迄
､
様
々
な
人
達

か
ら
｢
丑
鎚
L
L
J
い
の
で
カ
ー
ド
を
下
さ
い
｣
と

い
わ
れ
罪
名
や
捗
金
J
L
で
L
;
き
ま
L
L
J
｡
昨
年

も
登
仙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参
加
し
ま
L
L
J
が
､
昨

年
よ
り
も
今
年
は
心
代
の
関
心
J
柘
よ
り
､
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
私
達
J
手
･
1
.
.
.
a
･
h
!
が
充
分

に
感
じ
ら
れ
よ
し
L
J
c
,
)
れ
か
ら
J
.
マ
ス
コ
ミ

私
‥
旭
の
切
り
の
人
に
納
税
し
て
#
紬
の
1
%
･
え
を
し

て
行
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
J
J
､
思
い
ま
す
｡
丑

紺
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
御
協
力
し
て
爪
い
L
J
会
1
1
の

竹
城
､
御
苦
労
様
で
L
L
P
　
(
槻
井
和
序
些

釧
路
駅
の
地
下
池
を
通
り
抜
け
駅
楽
に
出
る
と

右
至
t
T
標
の
所
に
､
四
階
建
の
こ
じ
ん
ま
り
し

た
丹
頂
蛾
の
マ
ー
ク
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
い
る
碓

物
が
あ
る
｡
こ
れ
が
軽
青
紫
の
沈
れ
る
嫡
院
､
村

田
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
す
｡

透
析
を
禅
門
と
し
て
昭
和
五
十
例
年
七
月
閑
果

し
た
も
の
二
股
外
科
･
E
;
脱
村
･
北
門
料
も
語

群
す
る
)
訪
れ
る
懸
薪
の
欠
指
を
少
し
で
i
東
げ

よ
う
と
､
射
線
放
送
を
取
り
入
れ
各
城
下
'
待
人
U

･
:
H
r
J
に
流
し
て
い
る
o
私
も
蛸
公
の
た
め
放
れ
た
桝

院
は
数
あ
る
が
汗
紫
の
流
れ
る
納
院
は
こ
の
嫡
院

ぐ
ら
い
で
し
･
L
I
L
フ
O

遠
析
･
:
S
の
迫
り
i
恩
者
さ
ん
の
斌
托
が
な
ご
む

よ
う
に
と
配
浦
し
て
い
る
(
琳
務
範
の
垂
%
･
状
は

ク
リ
ー
ム
色
､
天
井
は
滞
紫
の
花
校
棚
(
祥
紙
を

価
用
)
で
あ
き
の
こ
な
い
柁
械
'
部
以
は
と
で
J

明
る
い
｡

急
用
に
鳩
へ
て
耽
読
機
が
吸
新
の
各
ペ
ッ
ト
ま

で
届
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
C
述
析
機
械
は
'
3

神
化
あ
る
が
全
部
で
望
U
t
軌
薪
は
三
十
七
人
､

う
ち
心
内
が
二
十
八
人
郡
部
か
ら
九
人
､
塑
l
十

七
人
､
女
十
人
､
蚊
低
二
十
六
歳
蚊
砧
七
十
三
嘆

凹
十
四
歳
-
五
十
歳
が
い
ち
ば
ん
多
い
｡

働
く
薪
の
た
め
に
郎
年
九
月
よ
り
枝
川
通
折
を

●

実
施
し
て
い
る
(
月
水
食
の
み
)
"
今
十
名
の
方
が

夜
間
透
析
を
史
け
て
い
る
が
元
式
い
っ
ぱ
い
働
い

て
い
る
C
夜
間
透
析
は
釧
根
地
区
で
こ
の
病
院
だ

け
｡

ス
タ
ッ
フ
は
､
院
滋
(
柿
;
紀
和
氏
)
と
市
議

婦
二
十
二
名
'
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
三
名
､
検
我
技
師

と
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
は
透
析
吸
耕
､
栄
兼
士
二
名

の
総
勢
三
十
名
で
あ
る
O

延
命
を
計
る
鍵
は
'
水
分
を
で
き
る
L
J
け
城
し
'

･
3
-
允
べ
､
良
-
連
動
す
る
こ
と
'
先
生
の
故
肌

で
あ
る
｡
運
動
を
す
る
上
に
お
い
て
自
分
の
体
力

を
知
る
こ
と
が
大
切
｡
そ
こ
で
三
-
四
ケ
月
に
l

度
体
力
測
延
を
実
施
し
て
い
る
｡
肺
段
を
上
り
降

り
し
て
脈
の
測
･
:
y
血
圧
.
推
力
､
肺
晴
見
等
'

検
束
結
果
は
孝
才
の
た
め
に
柑
日
が
し
て
み
る
｡

透
析
薪
の
検
炎
は
(
血
塗
月
二
叫
レ
ン
ト

ゲ
ン
は
月
始
め
に
1
叫
そ
の
結
果
は
瓜
紫
の
奉

巧
と
す
る
L
J
め
､
l
監
滋
に
し
て
掲
示
す
る
｡

先
生
は
'
外
来
魚
者
の
少
な
い
鴫
は
ほ
と
ん
ど

透
析
基
に
来
て
'
盤
薪
の
状
態
を
見
る
と
か
恕
肴

と
の
対
満
に
つ
と
め
て
い
る
｡

栄
糞
士
さ
ん
は
と
で
も
熱
心
だ
｡
コ
ン
ビ
ユ
ー

ク
-
を
備
え
食
者
の
カ
ロ
リ
ー
計
井
及
び
献
立
に

威
力
を
発
起
し
て
い
る
｡

先
允
肋
に
オ
ヤ
ツ
が
出
ま
す
o
百
g
位
を
目
安

に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
､
キ
ヤ
ゾ
デ
ィ
･
フ
ル
ー
ツ
･

ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
-
 
､
生
薬
子
等
私
通
に
取
っ
て

楽
し
み
の
.
つ
で
す
o

允
解
は
池
内
の
透
析
柄
院
中
､
食
前
と
私
は
思

っ
て
い
る
O
祐
川
手
の
加
え
た
献
立
､
許
も
キ
レ

イ
で
と
て
も
お
い
し
い
｡
先
日
の
非
企
献
立
を
一

つ
紹
介
.
J
よ
う
｡
め
し
､
味
棉
汁
･
i
や
し
の
.
n

7
4
=
･
九
､
天
ぷ
ら
(
な
す
'
さ
つ
ま
芋
､
か
き
H
'

.
い
か
等
)
茶
わ
ん
準
透
析
の
度
に
錨
氏
が
紹
ち

ど
お
し
い
で
す
｡
愈
新
に
何
が
允
べ
た
い
か
時
折

開
き
､
で
r
,
る
だ
け
取
り
入
れ
て
-
灯
る
｡
私
通

も
こ
の
献
立
を
此
糾
し
て
取
り
入
れ
る
よ
う
心
が

け
て
い
る
D

林
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
透
析
せ
薪
は
'
月
･
水
･

金
'
火
･
木
･
土
､
夜
間
の
三
ツ
に
大
別
さ
れ
普
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-29-

称
<
B
C
グ
ル
ー
プ
で
呼
ん
で
い
る
C
役
山
も
代

栽
幹
叫
(
橋
本
巌
氏
)
と
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
枠
中

1
名
を
逃
出
し
四
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
｡
逮
林

部
項
､
ニ
ュ
ー
ス
そ
の
他
凋
物
等
は
す
べ
て
各
グ

ル
ー
プ
の
枠
中
が
お
世
消
し
て
-
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡

泊
勅
･
行
が
は
す
べ
て
釧
路
地
方
付
文
仝
拘
神

の
も
と
に
行
な
わ
れ
る
の
で
､
坤
枚
の
泊
動
は
な

五
十
八
年
度
こ
れ
ま
で
の
行
恥
は
'
六
月
十
二

日
撒
琴
山
丑
山
'
七
月
十
日
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
無
S
i
楽
し
-
終
了
し
L
J
｡

十
月
上
旬
か
ら
町
大
会
の
梢
勅
資
金
確
保
の
L
J
め

年
別
状
の
印
刷
あ
っ
せ
ん
を
開
始
す
る
､
目
標
二

●

0
0
0
件
｡

十
月
三
十
日
は
毎
年
仙
例
の
腎
取
柄
に
関
す
る

沸
浪
合
を
開
催
す
る
｡
l
般
市
は
向
が
目
的
で
'

阿
見
病
の
予
防
に
つ
い
て
､
透
析
価
者
の
体
験
党

求
二
二
名
)
o
 
C
A
P
D
透
析
に
つ
い
て
で
あ

る
｡

又
当
日
は
､
上
期
分
(
四
月
-
九
月
)
の
通
院

焚
過
費
(
釧
路
市
民
の
透
析
瓜
ポ
の
み
)
が
支
払

わ
れ
る
(
釧
路
市
よ
り
交
付
さ
れ
i
=
大
全
が
配
分

す
る
)
0

釧
路
地
方
野
太
仝
J
.
)
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て

い
ち
ば
ん
忙
_
_
)
い
鴫
､
会
長
工
日
比
氏
)
を
始

め
役
山
は
フ
ル
回
転
し
て
い
る
｡
催
頒
節
l
に
無

恥
廃
り
切
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
O

四
､
透
析
患
者
の
水
分
管
理

透
析
に
入
る
駒
に
休
兎
計
に
廃
っ
て
ド
ラ
イ
ウ

エ
イ
ト
よ
り
何
k
f
･
p
L
L
J
か
を
計
り
ま
す
ね
'
そ

れ
は
水
分
が
ど
れ
だ
け
L
J
ま
っ
L
J
か
を
み
る
L
J
め
で

す
｡
健
康
人
の
軒
札
は
衣
1
に
あ
る
よ
う
に
水
分

の
差
引
は
o
で
す
が
'
透
析
瀬
は
尿
が
少
な
か
っ

た
り
ほ
と
ん
ど
で
な
い
た
め
体
虫
つ
ま
り
水
分
が

た
ま
り
ま
す
o
水
分
が
た
ま
り
す
ぎ
る
と
血
液
中

に
水
分
が
ふ
ぇ
心
枚
は
そ
れ
L
J
け
水
分
の
多
く
な

っ
た
血
統
を
身
体
の
中
で
ま
わ
そ
う
と
し
て
血
圧

を
必
紫
以
上
に
市
-
し
て
が
ん
ば
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
｡
ま
た
不
均
衡
･
症
候
が
で
や
す
-
な
り

ま
す
｡透

析
ご
と
の
体
盈
相
加
を
､
そ
の
人
の
ド
ラ
イ

ウ
エ
イ
ト
の
五
%
ま
で
と
し
ま
す
｡
(
施
設
に
よ
っ

て
差
は
あ
り
ま
す
｡
)
､
例
え
ば
､
五
十
k
g
の
人
は
+

二
･
五
k
g
ま
で
'
六
十
k
g
の
人
は
±
テ
O
k
g
ま

で
と
し
ま
す
o
　
こ
こ
で
穴
を
つ
け
な
-
て
は
な
ら

な
い
二
と
は
'
同
じ
体
盃
の
人
で
も
そ
の
人
の
旋

●

宜
_
=
よ
っ
て
'
水
分
の
L
J
よ
る
正
が
か
わ
り
ま
す
｡

例
え
ば
無
決
の
人
は
飲
料
を
仝
-
と
ら
な
-
て
i

l
日
に
百
∝
水
分
が
た
ま
り
ま
す
D
し
か
し
お
米

の
水
な
ど
､
ど
う
し
て
も
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
飲
料
が
l
F
四
百
∝
と
し
ま
す
と
こ
の
無
嫁
の

人
は
一
日
'
五
百
∝
で
る
人
で
は
一
日
に
飲
料
を

･
L
ハ
百
c
c
と
っ
て
も
1
日
に
百
c
c
し
か
た
ま
り
ま
せ

ん
｡
こ
れ
か
ら
は
l
日
分
の
体
盛
坤
加
溢
で
す
か

ら
こ
れ
に
次
の
透
析
日
ま
で
の
H
敦
を
か
け
ま
す
｡

こ
れ
が
ド
ラ
イ
ウ
エ
イ
ト
の
五
%
ま
で
に
と
ど
ま

っ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
C
衣
1
の
空
ら
ん
に
あ

な
た
の
塊
虫
と
飲
料
を
入
れ
丑
引
を
L
J
L
そ
れ
に

透
析
日
ま
で
の
日
放
を
か
け
､
あ
な
た
の
ド
ラ
イ

ウ
エ
イ
ト
の
五
%
に
と
ど
よ
る
よ
う
に
し
て
下
さ

水
分
肝
理
は
そ
の
人
の
尿
束
に
よ
っ
て
左
右
さ

れ
ま
す
が
'
将
来
的
に
は
無
尿
と
な
る
こ
と
を
巧

膿
し
て
節
理
を
絞
け
る
の
が
良
い
で
し
ょ
う
｡
ま

i
/
塩
分
を
と
り
す
ぎ
る
と
ど
う
し
て
l
の
と
が

か
b
N
,
飲
料
を
と
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
符
理
が

む
す
か
し
-
な
り
ま
す
d
こ
の
た
め
に
J
塩
分
は

北
邸
内
に
し
ま
し
上
う
｡
そ
し
て
T
T
L
フ
ま
て
J
あ

り
ま
せ
ん
が
､
水
分
(
;
理
ば
か
り
火
に
し
て
食
べ

る
も
の
も
食
べ
な
い
で
そ
の
分
を
飲
料
に
ま
わ
す

と
､
体
力
の
消
も
う
､
貧
血
､
K
の
上
井
な
ど
を

お
こ
し
ま
す
｡
し
っ
か
り
食
非
を
し
て
そ
れ
で
い

そ
水
分
貯
理
が
じ
ょ
う
ず
な
の
が
甥
ま
し
い
の
で

す
e

(
医
守
法
人
北
成
瀬
院
栄
兼
垂
　
南
東
申
子
)
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小

函
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留
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小

札

椎

北

苫

地

帯

札

札

札

札

小

成

図

　

1

　

)

　

立

彦

七

息

好

　

1

　

雨

弘

　

子

書

　

明

郎

理

　

之

事

　

1

判

定

秀

日

和

隆

　

和

健

健

改

定

卯

博

,

3

=

田

藤

嶋

沢

辺

　

井

竹

　

沢

沼

　

添

藤

西

原

木

土

　

田

幹

　

福

佐

寺

水

渡

堀

乙

谷

新

川

加

大

福

船

福

津

琳

計

並

･
〝
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〝
〝
〃
〃
誓

幹

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

事

　

会

カ
ル
シ
ウ
ム
の

補
給
に
つ
い
て

【
間
】
カ
ル
シ
ウ
ム
の
補
給
に
つ
い
て
左
妃
盲
｡

-
.
兼
干
､
チ
リ
メ
ン
ジ
ャ
r
T
の
過
幹
化
指
す

の
含
有
暮
､
お
よ
び
そ
れ
へ
の
対
巧

二
'
五
～
l
五
士
ま
で
の
書
に
対
す
t
o
カ
ル
シ

ウ
ム
f
捨
(
牛
乳
以
外
で
)
に
つ
い
て
歪
(
内

服
し
や
す
く
て
吸
収
さ
れ
や
す
い
)
書
も
含
め
t
P

【
至
カ
ル
シ
ウ
ム
は
日
本
人
に
と
っ
て
不
足
し

が
ち
な
栄
並
系
の
l
つ
で
あ
る
｡
1
人
当
り
盲

の
所
賓
立
は
体
亜
k
g
当
L
J
り
1
0
耶
⊥
ハ
○
故
以

上
で
は
体
魂
に
関
係
な
-
0
･
六
g
と
さ
れ
て
い

る
o
幸
い
四
面
を
海
に
閉
ま
れ
L
J
我
が
国
に
は
'

骨
ご
と
食
べ
る
こ
と
の
で
き
る
小
魚
類
が
谷
易
に

手
に
入
る
O

概
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
は
他
の
栄
斐
素

に
比
べ
て
良
い
も
の
で
は
な
い
が
'
昏
叩
中
の
タ

ン
自
賛
'
特
L
J
リ
ジ
ン
や
ア
ル
ギ
ニ
ン
等
の
ア
ミ

/
故
や
牛
乳
中
の
乳
糖
､
体
内
で
活
性
や
と
な
る

ビ
タ
ミ
ン
D
等
は
吸
収
率
を
市
め
る
o
反
対
に
､

フ
ィ
ナ
ン
枚
や
ホ
ウ
レ
ン
草
中
の
シ
ュ
ウ
酸
等
は

利
用
を
低
下
さ
せ
る
｡
ま
L
/
鶴
が
ラ
T
T
プ
中

に
は
､
酢
等
を
使
用
し
L
J
堵
人
註
別
で
あ
る
が
､

常
通
に
作
っ
た
も
の
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
は
ほ
と
ん

●

ど
溶
け
て
こ
な
い
｡

次
に
過
酸
化
脂
質
に
つ
い
て
は
､
食
品
中
の
過

醸
化
脂
質
の
偶
は
､
鍵
H
n
｡
中
の
油
脂
の
軸
頬
'
豊

以
外
に
も
､
タ
ン
自
賛
､
ビ
タ
ミ
ン
E
､
水
分
､

食
鵜
等
や
､
光
､
熟
'
空
知
等
と
の
接
触
時
間
等

の
条
件
で
常
に
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
｡

過
酸
化
物
価
は
こ
の
よ
う
に
保
有
状
態
で
大

ラ
-
変
わ
る
も
の
で
あ
る
が
'
煎
千
野
は
聖
地
過

群
で
過
酸
化
脂
貿
の
原
因
と
な
る
油
の
多
-
は
除

か
れ
､
水
分
1
少
な
い
企
品
で
あ
る
か
ら
特
に
心

配
は
い
ら
な
い
J
の
と
思
わ
れ
る
q

学
泉
の
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
に
つ
い
て
は
､
牛
乳

は
二
本
で
1
日
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
並
の
ほ
と

ん
ど
が
摂
取
で
き
る
o
す
な
わ
ち
門
竹
的
使
用
立

●

の
範
鞘
で
必
窄
量
が
摂
れ
る
わ
け
で
あ
る
｡
ま
た

牛
乳
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
利
用
率
は
良
好
で
､
そ

の
上
ピ
タ
,
,
,
ン
n
 
～
.
良
質
の
茄
白
於
も
含
ま
れ
て

お
り
'
党
中
期
の
墓
に
は
枚
も
価
れ
た
誉
M
の

一
つ
で
あ
る
O
牛
乳
ざ
ら
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
ら
､
コ
ー
ヒ
ー
や
n
コ
ア
に
入
れ
て
徐
々
に
馴

ら
す
と
か
'
ナ
ー
ス
や
粉
乳
(
各
々
一
〇
〇
写
当

り
六
三
〇
'
一
､
l
O
O
m
g
の
カ
ル
シ
ウ
ム
が
含

ま
れ
て
い
る
)
を
調
理
に
催
用
す
る
と
か
'
牛
乳

以
外
で
の
補
給
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
小
魚
加
､

粘
許
等
の
粘
席
物
が
手
軽
で
あ
ろ
う
｡

栄
糞
楽
は
本
来
､
砧
日
の
允
叫
か
ら
と
る
こ
と

が
甥
ま
し
い
J
の
で
あ
る
か
ら
､
そ
れ
で
も
不
足

し
が
ち
な
人
に
は
強
化
み
そ
､
学
食
に
は
学
校
給



嘉
川
の
魁
パ
ン
周
小
安
粉
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
に
カ
ル

シ
ウ
ム
を
強
化
し
L
J
J
の
が
あ
る
｡

ち
ま
L
J
に
は
'
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
魁
刑
､
健

貸
品
は
鼓
知
れ
ず
販
売
さ
れ
て
い
る
o
中
に
は

粉
乳
等
を
用
い
吸
収
さ
れ
崩
-
工
夫
し
L
J
も
の
も

●

あ
る
｡
し
か
し
人
間
は
個
人
志
が
大
N
J
-
､
不
足

の
程
度
や
状
態
を
判
断
す
る
の
は
困
難
な
た
め
､

安
城
に
売
兼
や
健
煉
昏
川
に
触
る
の
は
好
ま
し
く

な
い
｡
必
要
な
栄
楽
末
は
で
き
る
L
J
け
三
度
の
女

御
か
ら
摂
る
よ
う
に
心
が
け
L
J
い
1
の
で
あ
る
｡

㍉
叫
欄
｡
:
･
[
.
･
･
･
･
･
,
.
,

｢
琴
.
.
(
転
轡

★
脳
死
-
厚
生
省
が
研
究
班

｢
死
の
判
定
し
本
格
検
肘

脳
死
を
め
ぐ
る
論
争
が
活
発
化
す
る
中
で
'
呼

生
省
は
初
め
て
の
｢
脳
死
に
関
す
る
研
究
班
｣
妄

任
研
究
戟
=
竹
内
l
夫
､
杏
林
大
学
教
理
を
発

足
さ
せ
る
串
を
決
め
た
｡
研
究
姓
は
九
年
前
に
日

本
恥
沌
学
会
が
作
っ
L
J
鵬
死
判
定
我
畔
を
医
学
的

に
比
離
す
作
薬
を
進
め
ろ
が
'
呼
生
省
は
将
来
'

脳
死
を
行
政
に
薄
入
す
べ
き
か
ど
う
か
の
謙
治
に

ま
で
踏
み
込
む
h
T
･
r
i
L
J
'
微
妙
な
同
氏
感
付
が
か

ら
む
死
の
判
定
関
越
は
'
こ
れ
ま
で
行
政
上
の
タ

フ
-
と
さ
れ
て
き
L
J
だ
け
に
､
研
兜
班
設
置
は
肘

が
本
格
的
に
死
の
判
定
問
題
に
目
を
向
け
始
め
た

動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
｡

知
性
や
連
動
､
偶
感
を
つ
か
さ
ど
る
大
脳
は
J

ち
ろ
ん
､
生
命
を
つ
か
さ
ど
る
脳
幹
J
死
ん
で
い

る
｢
脳
死
｣
は
'
｢
生
き
た
体
に
死
人
L
J
恥
｣
の

状
態
と
さ
れ
る
O
航
枠
が
生
き
て
い
て
自
力
で
呼

吸
で
N
J
る
柄
物
人
順
と
列
な
り
､
脳
死
話
は
脳
の

呼
吸
中
枢
が
死
ん
で
い
る
の
に
､
人
工
呼
吸
縦
で

体
内
L
'
椴
素
を
供
給
さ
れ
心
晩
は
動
い
て
い
る
e

脳
神
経
の
禅
門
医
に
よ
る
と
､
夫
際
は
脳
か
次

都
に
溶
け
'
耽
韓
1
い
た
み
､
多
-
は
数
日
､
也

-
て
1
十
数
日
で
心
叛
の
拍
動
が
止
ま
る
心
服

死
に
至
る
と
い
う
｡
し
か
し
､
そ
れ
ま
で
は
眠
っ

て
い
る
よ
う
に
卑
え
る
し
､
蘇
生
の
可
能
性
は
な

い
の
か
､
医
師
の
判
断
を
信
仰
で
き
る
か
､
そ
J

そ
も
鼠
機
能
付
止
だ
け
で
本
当
に
人
州
の
死
と
一
J

え
る
の
か
､
と
い
っ
L
J
疑
問
の
声
も
根
強
い
｡

今
回
､
呼
生
省
が
初
の
研
究
班
設
置
に
踏
み
切

っ
L
J
の
は
.
r
客
観
的
に
比
で
､
死
の
判
定
閥
唱

は
避
け
て
通
れ
る
時
代
で
は
な
-
な
っ
た
｣
(
大
谷

医
移
局
空
と
の
判
断
か
ら
だ
｡

死
の
諾
延
が
個
々
の
医
師
に
ま
か
さ
れ
て
い
る

●

た
め
､
心
旋
死
の
爪
印
の
中
で
､
現
実
に
は
肪
死

瀬
か
ら
抽
出
さ
れ
た
冊
版
が
町
不
全
政
市
に
格
納

さ
れ
て
い
た
り
､
恥
外
科
柄
院
の
九
割
以
上
で
航

死
が
認
碇
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
穀
近
､
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
o

ま
L
J
､
人
工
吋
吸
許
の
背
及
で
心
礁
死
ま
で
､

〟
生
か
さ
れ
〟
枇
け
る
肪
死
薪
は
年
脚
三
千
人
以

上
と
推
定
さ
れ
､
終
末
医
棟
の
あ
り
方
が
問
わ
れ

て
い
る
｡
脱
推
移
樹
林
男
新
は
脳
死
新
の
新
鮮
な

晩
器
松
伏
を
待
ち
朝
ん
で
J
い
る
｡

大
谷
医
務
柏
出
は
｢
で
き
れ
ば
今
年
度
中
に
港

沖
見
t
J
の
医
学
上
の
結
論
を
出
し
た
い
｡
次
の

I
(
テ
ツ
プ
と
し
で
法
相
叢
や
(
小
教
架
な
ど
に
研

究
会
_
二
加
わ
っ
て
も
ら
つ
L
J
上
で
､
将
来
は
脳
死

竹
入
の
赴
非
ま
で
議
論
を
進
め
る
｡
何
代
の
人
道

が
柑
ら
れ
る
よ
う
に
期
待
し
て
い
る
｣
と
詣
し
て

い
る
o我

々
骨
格
柵
を
望
む
艶
話
に
と
っ
て
は
､
米
関

や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
相
で
の
脱
死
を
法
相
で
認
め
た

り
制
度
化
す
る
な
く
幣
格
納
の
提
供
を
進
め
ろ

大
き
な
要
諦
と
な
っ
て
お
り
､
我
が
阿
1
.
脳
死

を
認
め
る
巾
に
よ
っ
て
､
現
在
年
間
三
千
人
の
脳

死
薪
が
い
る
伽
か
ら
､
こ
れ
が
推
供
に
大
き
な
柏

j
I
L
を
か
け
る
一
つ
で
も
あ
る
事
か
ら
'
1
日
も
=
L

い
制
度
化
が
朝
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
｡

(
八
月
三
十
l
日
糾
日
新
州
)

★
透
析
の
軽
t
化
に
成
功

わ
ず
か
四
･
五
キ
ロ
'
歩
き
な
が
ら

使
用
I
r
家
庭
用
｣
へ
道
開
く

妙
J
T
J
な
が
ら
人
工
述
仰
の
で
T
,
る
栽
邦
が
､
雌

閉
摘
刑
院
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
閃
光
さ
れ
L
J
｡

現
在
､
使
用
段
肺
[
,
が
､
十
l
月
に
札
幌
市
で

開
か
れ
る
全
回
人
工
蝋
器
学
会
で
も
S
;
介
さ
れ
る

千
･
従
で
､
ス
タ
ッ
フ
は
｢
廿
満
の
H
l
蒜
が
､
く
ん

と
捉
和
さ
れ
る
は
す
｣
と
犬
用
化
を
日
折
し
て
い
る
O

こ
の
新
装
置
を
聞
党
L
L
J
の
は
､
日
柄
院
の
佐

々
木
､
亦
村
<
=
医
師
と
藤
は
速
析
枚
帥
の
三
人
､

米
叫
n
ル
フ
ユ
タ
大
教
授
の
相
碑
で
日
本
の

医
蝶
機
器
メ
ー
カ
ー
が
鮎
作
L
L
J
小
刑
h
の
透
析
装

正
字
あ
四
月
､
川
納
院
に
雅
人
し
た
の
が
き
っ

か
け
｡同

姓
選
は
従
来
の
浪
E
g
の
十
分
の
一
の
大
き
さ

で
､
座
っ
た
ま
ま
の
透
析
を
曳
け
る
こ
と
が
で
J
r
J

る
が
､
携
帯
は
不
可
喝

三
人
は
こ
の
洗
濯
を
改
良
し
｢
か
き
な
が
ら
透

析
を
攻
け
ら
れ
な
い
か
｣
と
､
さ
ら
に
構
想
を
拡

大
｡
携
珊
用
装
置
の
朋
党
に
取
り
剃
~
ん
L
J
｡
五
月

に
発
生
し
L
J
日
本
搬
中
部
沖
地
苑
で
｢
災
S
:
時
に

も
透
析
を
中
断
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
｣
と
の
催
介

鳩
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
珊
封
に
な
っ
て
い
る
｡

I
:
l
化
成
L
L
J
来
遊
は
､
ト
ー
ス
タ
ー
よ
り
1
回
り

大
q
J
い
程
度
U
斬
L
J
に
開
発
､
h
T
案
さ
れ
L
J
の
は

装
置
を
動
か
す
バ
ッ
テ
リ
ー
に
粍
-
て
小
さ
い
ビ

デ
オ
用
バ
ッ
テ
リ
-
を
採
用
し
た
は
か
､
透
析
液

用
タ
ン
ク
J
小
刑
二
五
〇
〇
c
c
)
に
し
､
持
ち
運

び
が
で
き
ろ
よ
う
に
し
た
｡
さ
ら
に
使
用
後
の
速

析
池
が
逆
流
し
な
い
よ
う
退
城
肌
止
弁
も
巧
来
し

て
安
全
椎
を
確
保
｡
全
休
の
冊
址
r
は
約
四
･
五
.
U
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で
'
携
帯
し
て
も
疲
れ
な
い
亀
さ
に
な
っ
て
い
る
｡

開
発
ス
タ
ッ
フ
の
藤
尾
さ
ん
J
逮
析
唐
新
で
'
新

装
置
を
試
用
し
た
1
人
ひ
成
果
は
順
調
と
い
い
､

｢
･
3
L
J
ま
ま
人
工
透
析
を
受
け
る
生
活
を
七
年
間
'

挽
け
て
き
た
∪
こ
の
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と

が
念
願
だ
っ
た
が
､
や
っ
と
夢
が
か
な
っ
L
J
｣
と

作
び
を
語
っ
て
い
る
o

新
し
い
装
濃
は
､
現
行
医
蝶
法
上
の
加
延
で
医

師
な
し
で
は
人
工
透
析
が
で
き
ず
'
小
E
･
の
た
め

透
析
液
補
充
の
問
題
も
あ
り
'
そ
の
ま
ま
寄
庭
に

持
ち
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
｡
し
か
し
将
来
､
家

庭
で
の
1
.
;
横
を
可
能
に
し
､
懸
薪
の
肉
体
的
､
糊

神
的
背
痛
の
緩
和
に
泊
を
関
-
も
の
と
し
て
注
目

さ
れ
そ
う
L
J
n
　
　
(
九
旦
ハ
日
､
岩
手
新
報
)

透
析
患
者
が
急
増

6
 
5
年
に
は
川
万
人
に

透
析
懸
薪
が
昭
和
五
十
六
年
か
ら
急
速
に
坤
p
L

て
お
り
､
こ
の
ま
ま
で
は
六
十
五
年
末
に
は
十
万

人
を
革
九
る
と
の
予
測
が
千
乗
大
学
医
学
部
小
朽

迫
大
助
放
校
(
外
科
)
ら
の
手
で
ま
と
め
ら
れ
､

九
月
十
五
日
札
幌
で
開
か
れ
た
日
本
人
工
見
解
学

会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
報
告
さ
れ
た
｡

小
祐
助
教
授
に
よ
る
と
､
人
工
遠
折
を
新
た
に

受
け
る
恩
新
は
'
五
十
五
年
以
前
は
年
川
九
千
人

を
割
っ
て
い
た
｡
し
か
し
五
十
六
年
､
五
十
七
年

と
油
紙
し
て
t
万
人
を
舶
す
皆
薪
が
新
L
J
に
人
工

透
析
を
受
け
､
五
十
七
年
末
現
在
の
策
稚
鹿
瀬
数

は
約
四
万
八
千
人
に
退
し
て
い
る
｡

●

こ
の
ま
ま
の
伸
び
畔
が
紙
け
ば
､
六
十
五
年
末

の
縦
横
患
部
は
十
万
人
を
突
破
'
西
軍
｢
0
0

0
年
に
は
十
八
万
人
に
逮
す
る
と
み
て
い
る
C

忠
通
に
松
井
が
和
え
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
､

小
満
助
放
校
は
①
納
税
綜
姑
の
発
途
な
ど
で
生
存

畔
が
伸
び
､
位
糊
に
わ
た
る
僧
都
が
f
･
p
i
L
J
o
②

人
工
逮
折
の
適
応
症
例
が
広
が
っ
た
-
こ
と
な
ど

を
挙
げ
て
い
る
o

ま
た
'
五
十
六
年
か
ら
盤
者
故
が
は
ね
上
が
っ

て
い
ろ
理
山
に
対
し
て
五
十
六
年
二
月
に
保
険
料

が
改
定
さ
れ
､
透
析
の
山
､
故
が
下
っ
た
た
た
め
､

ま
L
J
.
五
十
六
年
か
ら
偲
軒
数
が
は
ね
上
が
っ

て
い
る
理
由
に
対
し
｢
五
十
六
年
二
月
に
保
険
料

が
改
定
さ
れ
､
透
析
の
止
故
が
下
っ
L
J
L
J
め
､
柄

院
側
が
食
前
を
輔
や
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
9

そ
う
兇
L
J
く
な
い
が
'
比
ざ
る
を
柑
な
い
｣
と
相

通
し
て
い
る
｡

並
症
な
ジ
ン
不
全
に
な
る
肋
に
約
せ
な
い
場
合

は
､
人
工
速
折
か
ジ
ン
耗
移
鵬
に
移
る
ほ
か
な
い

が
､
日
本
の
ジ
ン
耗
移
柵
は
年
間
二
百
例
程
度
で
'

ジ
ン
不
全
蝶
番
を
救
命
す
る
ま
で
に
は
い
か
な
い

と
い
う
｡

急
糊
す
る
人
工
透
析
盤
新
に
対
応
す
る
に
は
'

夜
間
透
析
の
拡
充
や
思
者
が
寄
庵
で
で
き
る
透
析

方
法
の
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
､
保
険
の
占
鼓

を
適
正
化
す
る
こ
-
J
が
亜
要
仁
と
小
t
E
助
放
校

は
指
摘
し
て
い
る
.
　
(
九
月
十
六
日
､
泣
所
)



編

農

象

▼
医
頼
保
険
制
皮
の
改
懸
が
明
ら
か
に
な
り
.
p
j

の
ま
ま
手
車
)
ま
ね
い
て
い
る
と
､
耽
々
適
析
山

瀬
に
は
飛
火
な
か
慨
が
千
懲
さ
れ
る
C
全
日
一
人

一
人
の
日
光
と
比
対
媒
軌
に
立
ち
上
っ
て
ほ
し
い

J
の
で
あ
る
｡

▼
映
画
の
.
=
.
伝
文
句
″
こ
の
秋
政
人
…
は
舵
大
の
ド

ラ
マ
と
な
る
〟
じ
ゃ
な
い
が
'
凹
中
元
汀
棚
の
動

向
が
政
非
を
ゆ
さ
ぶ
り
'
解
放
含
み
で
神
格
し
て

い
る
が
､
我
々
に
と
っ
て
'
医
横
行
政
を
托
別
に

取
り
組
む
代
議
士
か
二
人
で
J
多
-
議
会
の
鳩
に

退
り
込
み
'
花
々
の
食
止
の
反
映
を
は
か
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
｡

▼
本
迫
は
二
年
批
り
の
冷
軍
道
東
地
方
は
増
減

的
打
撃
で
農
民
の
苦
労
が
う
か
が
わ
れ
る
｡
倒
鹿

は
相
挙
ら
ず
紙
い
て
い
る
し
､
本
迫
に
は
廉
し
い

冬
を
琴
.
i
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

▼
そ
の
中
で
幣
移
柵
セ
ン
タ
ー
'
腎
バ
ン
ク
､
脳

死
川
越
な
ど
よ
う
や
-
氷
年
度
は
､
明
る
い
見
通

し
と
な
っ
た
D
 
r
J
れ
も
､
諸
先
輩
の
地
迫
な
描
勅

の
成
果
で
あ
り
､
北
細
道
の
偲
莞
f
J
L
で
は
､

机
し
い
体
制
が
難
い
つ
つ
め
る
｡
今
度
は
班
供
託

釦
を
､
如
何
に
協
力
い
た
だ
け
る
か
､
み
ん
な
で

知
む
な
し
は
D
.
L
J
い
｡

▼
次
号
先
行
予
定
は
正
月
､
み
な
さ
ん
の
窓
比
を

ど
し
ど
し
布
せ
て
ほ
し
い
5
医
療
R
I
J
甲
移
柵
体

馴
ま
た
は
身
近
な
日
備
生
泊
の
中
で
拭
づ
い
L
J
こ

と
'
み
ん
な
で
巧
え
で
み
た
い
｡
(
N
･
N
I
Q
j
.
)



=ユロ苦h-=ライニタフィJLIクー
l　　　　　　　　透析治まt=おいて臨内感染を防ぐために,ja辛なものです｡　　　　　-

ガスラインフィルターをとりつけものが望ましい個所

(分動､静脈圧モニターラインと透析装置の

闇に各1個

②動､静脈回王琶中のエフフートラップの血液

L/ヘル調整ライ:ノに各1個

◎透析終了後､血液回収のための空気送り

こみ時に1個

院内感染の完全な防止の

ために､ 1回の使用ごと

に交換していただくのか

理想的てす｡

=コしロ

丈にスライニlコl十JLI9-

Jliプフーサイズ0.2三.フロンの疎水性

院を使っていますので細菌矧ま全て

除去てきます｡

偉観される医療器

本社　大阪市大浸区JL略3丁目3書13号〒531
T E L (06)37313155qg

●t●ホ/札■ ■A秋田■■仙台山形fX千実字野望gZ宗自Jt ■廃校石併ヨ名石雪嶺六戸追大歳奈日和郡山#三だLlj LUAl広島鵬に山脈北九州柵叩石…



7リコの　｢OK倖株｣糾者肘保険
今までの生命保険にご奥約できない方のための新しい保険一今､アリコから登場｡

過去の病気や事故が原因で＼

保険をあきらめてはいらっしゃいませんか｡

あなたのために生まれた保険でlo

●40歳で保険金300万円にご央約の場合(55歳払済み)● 劔付内容 :;二器.7:;i::.;'{器Si?02号三o;三,5Lq1'-a-300,,l糖,1-､します○ 険料 ヤツシユバリュー(解約返戻金) ��

山)70 (00/ 十十∴ =ODp -ia死亡 �����(b����ｴｦ"� ����

∫ 綿*�d��

●観韻欝熟｡
①保険11i放発'JIの伯険がTF:.I;い等の理由で､従来の
保険l:ご契約できない方のための保険です0
60鼓以下の方で　椴の'絹保険E:好適保碑nr=JR机できるJJ-LJ.こ6)f策

随にはごJj:約できません｡

②既往症がみる場合でも.
ほとんどの方がご契約になれますo
但し.6カIl uFlt:7科､大仁,C､ ifi蚊などのご経験の如JJ-は.ごlj拙l:なれない

鳩介があります｡

③ご契約に際して､僅師による詮充はありません｡
特称な!T知l:よりご欠FJl:11れます｡

④どんな職業の方でもこ契約になれます｡

⑤保険料は1 5LFfHJの短期払い｡
しかも保障は一生約束されます｡
このほか.全期払いもあります｡

●ご契約内容
f呆険食のJti輔､減鰍仙叫か.よせ^,

払満作陵.延北條険への変RLはできよせ^,

特i.JIは付加できません｡

●お払込期間およびご契約年齢
]5年払い　6龍一75違

令斯払い　6jZi-60正

●最高保険金額
6 -59歳3007ilI】 60-65査200JJrZ1 66-75歳15UJI･J

●保険料(例)推挽金100J'LZlにつ)･Jji･.い･リl

^hE口重亘垂⊇
〒060札幌市中央区南1条東l T日大通バスセンタービル℡(011)222-3271

お問合せ>　北海道腎臓病患者連絡協議会事務局
〒064札幌市中央区北3条西20丁目　佐々木ビル3階

電　話(011)61 1-1319



ワリランユ㌦｡｡ELTAF･> IJ
ホローフアイJサー型タイアライザー

ホローファイバー1タイアライサー

/ ､ IIやl■

■　　　ゝ

MODELIA FO8W
(有効陳面棟:約0.8m2)

MODELl71 FO6W
(有効膜面稚:約06rTf)

自社開発のフ74バーでワンクラス上の

性能を実現しました｡
0.8m星で従来の1.Omzの性能を実現o

(当社比)

自社開発の111生セルロース宗材を採用j追末のTEシリーズ

とくらべて､より小型･.I:.i性能t=なりまLl二｡透析性能･限外口過

性能ともにltiLLL､また血液尤境地が少なくなっています.した

がって帳面械1.0 m･の機種を使っていた恩者t:膜面析).8nf

の機種を適用すること1:より､さらに血液光横堤を少なくでき､

Lj作的fl粗が軽減されますo

透析で不快や苦痛を訴える症例への

適応も期待されます｡

とくに中分子1,1物質の透析性能が向上しiた血液充填立が

少なくなっています(当社此) ｡このため､二相生セルロース製ダイ

アライザーを用いたとき､強い不均衡症候群や血圧下降などの

症状を示す透析困触在に対しても､良好な適応が期待できます｡

(当社比)

ポアサイズを大きくして､

中分子量物質だけでなく､低分子量物質
の透析性能も向上させれた｡

ファイバーのマイクロポア(小孔)が当社従来品より救オンク

ストローム(A)大きくなっており.より-(.-:;い分子荻の物質が透析

されまもまた単位面柿あたりのポアの汲l雌持されていますか

ら,低分子Tiと物質の透析性能も向上しまLlこ｡この1=め､暇畔

を稚くすることなく(約12ミクロン) J.A.1;い透析性能と限外｡過性

能が引きられました(当社比)o


